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1. 要約
海浜生の寄生性つる植物であるスナヅルの生活史
全体の解明を目的として、西表島においてスナヅル
の生育状況の調査を行った。2012 年に行った分布
調査で発見された生育地のいくつかでは、生育が確
認されず、一方、新たな生育地が数か所で確認され
た。さらに、その内の 1箇所では種子発芽による小
型の実生苗を発見することができ、スナヅルの生活
史が多年生でない可能性を示すことができ、生活史
の特性について様々な観点から考察を加えた。また、
ハイビスカスが宿主植物となる新たな知見を加える
ことができた。
2. 諸言
スナヅル（Cassytha	filiformis）はクスノキ科ス
ナヅル属のつる性寄生植物で日本では小笠原諸島、
九州南部、南西諸島の砂地に生育し、国外では世界
中の熱帯に広く分布する 1）。日本では生育地がほぼ
海岸の砂浜に限られるため、特に問題にはなってい
ないが、諸外国では果樹や花卉などに寄生して収穫
量を減らすことがあるため問題となっている 2,	3,	4）。
筆頭著者もタイ国において内陸部での生育を確認し
ている。一方、我が国における分布のほぼ北限に相
当する鹿児島県のレッドデータブックでは準絶滅危
惧に指定されているように 5）、我が国は分布の中心
にはなく、生育適地ではない可能性が考えられるが、
西表島での分布調査結果は比較的広範囲に生育して
いる現状を明らかにした 6）。国内のスナヅルに関す
る研究例は少なく、分類学的知見としてスナヅル以
外にイトスナヅル（C.	pergracilis）が久米島と伊是
名島に分布することが報告され 7）、またスナヅルと
イトスナヅルの宿主範囲の違いに関する研究が報告
されたのみである 8）。従って、我が国においては、
スナヅルに関する生態学的知見の蓄積はほとんどな
いのが現状である。また、スナヅルの生育地は九州
の一部を除けば、ほぼ沖縄を含む南西諸島等の島嶼
地域に限定されており、このような島嶼地域におい
て、単独では生きられないという比較的不安定な生
態的特性を持つと考えられる寄生植物が、それなり
に安定して比較的広範囲に（少なくとも西表島では）
生育している現状は、スナヅルの生活史がそのよう
な環境での生育に適した特徴を持つことを示してい
る。スナヅルと同属の近縁種でオーストラリアに自
生するC.	pubescens は多年生植物と記載されてい
るが 9）、国内に生育するスナヅルについては生活史
についての記載がなく、著者の調べた限りでは生活
史全体の詳細は不明である。寄生植物である本種が
どのような生存戦略を持ち、南西諸島で定着してい
るのかを明らかにするためには、生活史の解明が必
須であると考えられ、生活史を明らかにするために
は、様々な観点からの調査を行いデータの蓄積が必
要である。例えば、種子発芽、つるの成長、寄生の
確立、開花と結実、枯死などが起こる時期の特定や、
栄養繁殖の有無、宿主範囲、受粉方法、種子散布方
法などの生態的特徴の記載などである。本研究はス
ナヅルの生活史全体の解明を目的とした調査研究の
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中で、調査時期を変更することで以前の調査結果と
は異なる生育地を発見することができたこと並びに
発芽初期の実生苗の発見を報告し、本種の繁殖戦略
についての一端を議論するものである。
3. 材料および方法
● 調査地の概要
調査は西表島で行った。西表島は北緯 24 度 15 分
〜 25 分、東経 123 度 40 分〜 55 分の東シナ海上に
位置し、沖縄本島からは南西に約 400	kmと遠いが、
台湾からは約 200	km とかなり近い。面積は約 289	
km2、周囲約 130	km で、沖縄県では沖縄本島に次
いで 2番目に大きな島である。島のほとんどは熱帯
性の自然林（国有林 86%でその内広葉樹林（自然林）
が 72%）で覆われており、大きな道路としては島
の周囲を回る周回道路があり、北側と東側は全通し
ているが、西側と南側は一部のみであり、全体の約
3分の 2の距離しか開通していない。
● 調査対象植物
スナヅルはクスノキ科スナヅル属のつる性寄生植
物で主に日当たりのよい海岸の砂浜に生育し、宿
主は、日本ではグンバイヒルガオ（Ipomoea	pes-
caprae）やハマゴウ（Vitex	rotundifolia）等の海浜
植物とされている。つるの長さ 3-5	m で、茎は直径
1-2	mm程度で匍匐し、緑色から黄褐色で無毛。外
見はネナシカズラ類に似ているが、かなり堅い。葉
は鱗片葉で目立たない。花は穂状花序で、長さ 3-4	
cm の花序の先に直径 3	mm程度の淡黄色の花を付
ける。果実は球形で、直径は 6-7	mm程度で色は緑
から淡黄色とされており 1）、中に黒色で堅い種皮を
持つ種子が一つずつ入っている
● 調査方法
2013 年 9 月に西表島周回道路を自動車で移動し、
以前に分布を確認している場所では、徒歩で海岸
まで移動し、海岸線に沿って徒歩で移動しながら、
目視によりスナヅル生育の有無を調べた。スナヅ
ル生育の有無にかかわらず、GPS（Oregon450TC、
Garmin 製）を用いて位置を記録した。スナヅルが
見つかった場合は、生育状況を記載した。また、由
布島へは牛車で移動した。生態写真を現場で撮影し
たが、一部試料を採取し、琉球大学熱帯生物圏研究
センター西表研究施設へ持ち帰り観察を行った。
4. 結果
● スナヅルの生育地
2012 年 7 月の調査で明らかになったスナヅルの
分布地 6）のうち、いくつかの地点を再調査すると
ともに、新たな生育地を探索した。その結果、以
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図 1. 西表島におけるスナヅルの分布
●：新たに発見されたスナヅル生育地、○×：以前の調査によるスナヅル生育地
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は、道路際に植栽されていると思われるハイビスカ
ス（Hibiscus	rosa-sinensis）に寄生しており（図 4）、
わずか 10 数m離れた場所にパイナップル畑がある
ため、生育の拡大によるパイナップルへの寄生が懸
念されるとともに、海岸ではなく、内陸部の生育地
であることが注意すべき点と考えられた。
● 発芽初期の実生苗の発見
以前の調査でスナヅルが確認された地点で生育
が見られず、新たな生育地が発見されたことから、
我が国におけるスナヅルの生活史については、多
年生か 1 年生かは不明だが、地上部は少なくとも
ある時点で枯れ、種子発芽により新たな個体が生
育を始め、周囲の植物に寄生するのではないかと
考え、実生苗の探索を試みた。自然条件下では種
子発芽後の生長速度や寄生の確立までの期間、そ
の後の根の保持期間などは不明であるが、これま
での調査の経験から旺盛な生育を示している群落
では実生苗の発見は困難と考え、小さな群落を探
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図 2. 2012 年 7 月の調査における由布島
②のスナヅル生育地の状況
図 3. 2013 年 9 月の調査における由布島②の状況
図 4．上原⑤においてハイビスカスに寄生するスナヅル
図 5. 星砂の浜において発見されたスナヅルの実生苗
図 6. 星砂の浜において発見されたスナヅルの実生苗
前の調査で生育が確認された地点（南風見田の浜
①、由布島②、高那ビーチ③、中野ビーチ④）では
まったく発見することができなかった（図 1-3）。一
方、上原⑤、星砂の浜⑥、祖納⑦の 3地点で新たに
生育を確認することができた。特に、地点⑤の上原
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図 7. 採取したスナヅルの地下部
（ステンレストレイに映った鏡像が見える）
　　		：地下部先端の突起、　		：地下部に見られる根状構造
索した。その結果、地点⑥の星砂の浜において、
実生苗を発見することができた（図 5、6）。ここで
は、スナヅルの群落はすべて小さく、寄生の確立
からあまり時間がたっていない個体のみが見られ
た。実生苗が生育している範囲は海岸線に沿って
約 10	m 程度の範囲で、10 数個の実生苗の生育を
確認した。周囲に生育しており、宿主となってい
る植物はここではハマゴウのみであった。付近に
大きな群落は見られず、ここで生育している個体
は、すべて種子発芽による実生と考えられた。
		
● 実生苗の形態的特徴
現地で発見された実生苗は、砂地からつるを伸
ばしており、周辺に生育する他の植物（ここでは
すべてハマゴウ）の茎に巻き付いて寄生を開始し
ているものが多く見られた（図 5、6）。採取した
個体の地下部は白色で先端は短く突出し、周囲に
4 本程度、根と考えられる構造（根状構造）を発
達させていた（図 7、8）。しかし、採取した個体
ではすべて根状構造は黒変しており、寄生の確立
による根の退縮が始まっていると考えられる状況
であった。
5. 考察
以前の予備調査（2012 年 3 月）および分布調査
（2012 年 7 月）において、スナヅルは西表島の沿
岸域全体に生育地を広げていることがわかった 6）。
しかし、今回 9月に行った調査（2013 年 9 月）では、
以前の調査での生育地では確認できず、一方、新
たな生育地を発見することができた（図 1）。スナ
ヅルの生活史が多年生であり、さらに一斉枯死の
性質を持たなければ、いくつかの生育地では毎年
生育が確認されるはずであるため、少なくとも西
表島では、寄生の確立の有無にかかわらず、ある
時期に地上部全体が枯れてしまうのではないかと
考えられた。また、種子発芽による生育初期と考
えられる個体を発見することができたことから（図
5、6）、少なくとも種子繁殖を行っていることが明
らかとなった。さらに、実生を発見した地点付近
には大きな群落が存在しないことから、この地点
では以前に存在していた個体はすべて枯死し、ば
ら撒かれた種子がある一定期間後（短期間で生育
を再開するのであれば以前の分布調査で見落とし
た可能性はある）に生育を再開したのか、あるい
は他地域に生育していた個体が生産した種子がな
んらかの方法で実生が確認された地点にたどりつ
き、新たな生育地として発芽と生育を開始したの
かのどちらかと考えられる。生育地がほぼ海岸の
砂浜に限られること、また種子はグンバイヒルガ
オ等の海浜生の植物と同様に堅い種皮で包まれて
いることから考えると海流によって運ばれて生育
地を拡大するという種子散布方法を行っている可
能性も考えられる。しかし、生育地⑤の上原は海
岸線から数百メートルも内陸に入った地点であり、
海流以外に鳥等による被食散布等の他の種子散布
方法も頻度は低いと思われるが可能性はある。栄
養繁殖の有無については、野生個体からつるを切
り出して他の植物にからませるという予備的な寄
生実験では寄生を確立することができなかったこ
と、また、つるが堅くて自然条件下での切断は容
易ではないことから、可能性は極めて低いと思わ
れる。また、種子の取り播きによる予備的な実験
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図 8. 採取したスナヅルの地下部
白色の地下部と黒化した根状構造が見える。
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でも発芽を誘導することはできなかったことから、
自然条件下での種子発芽は容易ではなく、堅い種
皮につつまれていることから考えて、種子は休眠
性と耐性を備えており、種子発芽と生育開始には
ある程度の期間を要すると考えられる。栄養繁殖
の可能性や、種子発芽による実生での繁殖につい
ては、より詳細な実験による検討が必要と考えて
いる。本調査を行った西表島が生育適地外なのか
どうかについては、様々な観点からの検討が必要
であろう。一つ目は、本種スナヅルが海外で記載
されたC.	filiformis と同じ種であるかどうかについ
ての検討である。海外のC.	filiformis とは種が異
なるという意見もあり（古橋、私信）、さらなる検
討が必要である。もし、異なる種であれば我が国
の環境に適応して分化した種である可能性もある。
鹿児島県で絶滅危惧種に指定されているというこ
とは、鹿児島県が本種の分布のほぼ北限に位置す
ることから絶滅危惧となっていると考えられるが、
以前の調査と今回の調査の結果から得られた一定
期間ごとに生育地を変えるという特性は、必ずし
も本種が西表島の環境に適していないとは考えに
くい。通常の緑色植物であればそのような議論は
成り立つかもしれないが、本種は宿主を必要とす
る寄生植物であり、宿主植物の多くは生育の安定
しない草本である。稀に木本に寄生している場合
も見られるが頻度は低く、実際に寄生していても
宿主としての適性は低いと考えられる。宿主範囲
については、厳密な調査並びに栽培による寄生実
験で明らかにして行きたいと考えている。ヤセウ
ツボなどのハマウツボ科の寄生植物の多くが小さ
な種子（直径 1	mm 以下）を大量に生産して土壌
中で宿主植物の生育を待って発芽・寄生するとい
う繁殖戦略をとっているのに対し 10）、スナヅルの
種子は大きく（直径 6	mm程度）、ある程度の期間
（宿主植物の特性に対応して 1 年〜数年）寄生しな
がら生育して種子を生産し、宿主を枯死に至らし
めると同時に自らも枯死し、種子を散布して休眠
し、一定期間後に発芽して生育を再開するという
ような繁殖戦略を持つ植物ではないかと考えてい
るが、詳細についてはさらなる調査と検討が必要
であろう。
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Ⅱ . 方法
1. 自己分析シート
これまで熟練を要した測定に関して、測定機器の
発達により簡易に高精度な測定が可能になった。し
かし、そのデータをどう活用するかという教育には
苦慮している現実がある。
それは、実際の施術にまで至る一連のプロセスに、
「検査・測定→問診・評価→アプローチ」という一
連のスキームがあり、どの要素が欠如してもいい施
術へとは繋がらないからである。
このシートは次の 6 項目で構成されており、「検
査・測定→問診・評価→アプローチ」に対応した「デー
タ➡分析➡原因➡処置」のプロセスを構造化するこ
とで、経験がない学生でも自分自身についてディス
カッションすることで自己分析ができる。
2. 姿勢測定器 PA200
近年、精密な測定機器の発達により、これまで正
確な測定には熟練を要した足底圧力分布や身体アラ
イメントなどの測定結果を簡単に導き出せるように
なってきた。3 − 4）
今回使用した姿勢測定器 PA200 は、4 方向から
の全身画像と体重分布を示す足圧センサー情報をパ
ソコンに取り込み、姿勢のひずみを数値化でき、足
底圧力分布と身体アラインメントのバランスを簡単
な操作で測定・評価できる（図 3、図 4）5）。
 
3. 質問紙調査
測定結果を自己分析するために、調査目的・方法
等について説明後、同意を得た者に対し、図 5 の質
問紙を用いて調査を行った。
質問紙の内容は、基本情報（年齢、性別、身長、
体重、運動経験）、外傷既往歴（頭部、頚部、肩等
8 部位）、不定愁訴（頭痛、肩凝り、めまい等 10 項目）
について「あり・なし」で答えさせた。
4. 自己分析シートの活用
測定後、シートに沿って自らの身体アライメント
や足底圧力重心に関する測定値を書き込み、予め記
入しておいた基本情報、外傷既往、不定愁訴につい
ての質問紙（図 5）の内容との因果関係について、
自分自身の中でディスカッションする。その後、学
生（被験者）全員でディスカッションするという作
業を実施する。
自己分析シートを用いた柔道整復教育事例報告
図 3　PA200 による身体アライメント測定結果の例
図 4　PA200 による測定圧力分布の例
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5. 倫理的配慮
対象者には倫理的配慮として、調査目的、方法
等を文書と口頭で説明し、文書により同意を得た。
（本学倫理審査委員会承認済）
Ⅲ . 結果
質問紙調査、測定結果をもとに自己分析シートに
学生が記入したコメントを分類すると（表 1）、「前
後側各面の姿勢解析について」、「外傷既往や現在の
症状と身体アライメントとの関係について」、「足底
圧力分布前後の加重割合に関する気づきについて」、
「関連する授業や知識との知識統合や考察につい
て」、「外傷既往歴と姿勢の因果関係分析について」、
「良く分からない現在の症状と姿勢の関係を生活習
慣からの因果関係分析について」、「正しい判断、処
置をイメージし始めていることについて」、「新たな
興味・関心、研究意欲の芽生えについて」、「柔道整
復師として患者様への施術治療アプローチへの気づ
きについて」に分けることができた。
 
Ⅳ . 考察
今回、身体アライメントと足底圧力分布の測定結果
と質問紙調査の内容について、自己分析シ トーを用い
て学生（被験者本人）に自己分析させた。その結果、
「外傷既往歴と姿勢の因果関係分析について」、「良く
分からない現在の症状と姿勢の関係を生活習慣から
の因果関係分析について」等、結果から原因となる運
動習慣や生活習慣を問診することができるという、臨
床家に匹敵する探索的な分析ができていると言える。
この自己分析シ トーを用いることによる利点として、
一人称のアプローチなので他者を問診するより容易で
あり、本人にしか知り得ない時系列の変化や感覚を含
んだ情報を加味して分析することができるということ、
それによって、前出のような詳細な分析を、自分自身
から引き出すことができたといえる。自分自身にでは
あるが、問診でこのような深い分析が可能だという成
功体験を得ることは、今後の他者に問診をする上で
貴重な成功体験であるといえる。これにより、今後他
者に問診するとき、自分に対して深く因果関係を検討
した経験によって、それを引き出すために適切な問診
をするための経験ができたといえる。
また、今回は教員が直接指導するという方法では
なく、測定結果と自己分析シートの書き込みを通し
て、自分自身への問診から、身体への興味、関心を
深め、身体及び外傷を科学しながら外傷既往、不定
愁訴など、原因に繋がる可能性がある問題点を推測
し、実際の施術へと繋がる一連のアプローチを検討
する経験とその能力を養うことができ、学生にとっ
大石徹  濱田淳  塩川春彦  有賀雅史  田村昌大  登本茂芳  二神弘子  市毛雅之  伊藤譲  河原井昌裕  山内禎祐  大久保眞人  志保井義忠
図 5　基本情報 , 外傷既往 , 不定愁訴についての質問紙
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ても教員にとっても教育上有益な知見を得ることが
出来たことを報告する（図 6）。
Ⅴ . 結論
自己分析シートを用いることで、①構造化された
シ トーを埋めることにより経験者と同等の考察を簡単
に導き出すことができる。②一人称のアプローチな
ので他者を問診するより容易であり、より深い考察
ができる。③複数の学生を同時に指導ができる。と
いう 3 つの利点がある事がわかった。これにより従
来、教員が介入することによって促されてきた気づき
やフィー ドバックを自分で確認でき、記入できた。
自己分析シートを用いた柔道整復教育事例報告
表 1　自己分析シートによるディスカッションの内容
図 6　自己分析シートの優位点
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はじめに
現在、日本の 4 年制大学での動物看護職教育はど
うあるべきかという議論が活発に行われており、今
後動物看護師を目指す若者や現職者にとっての大き
な変革期を迎えている。本学には平成 13 年にアニ
マルサイエンス学科が設置され、国内で初めて大学
における動物看護師養成を開始した歴史を持つ。そ
の後動物看護師教育を開始し始めた大学は現在まで
に 5 校にのぼり、本学を含む 6 大学が「全国動物保
健看護系大学協会」を構成している。同協会では教
育の高位平準化をめざし大学レベルでの養成教育カ
リキュラムの充実と統一化についての検討を進め、
現在までに「動物看護学教育標準カリキュラム」の
作成が進められてきた。
大学教育が開始される 6 年前の 1995 年には、「動
物看護に関する研究を中心として、会員相互の情報
交換の場を設け、この分野における研究の進展を図
ることを目的」に日本動物看護学会が発足した 1）。
そして、2009 年には職能団体として一般社団法人
日本動物看護職協会が設立され、「動物看護に関す
る専門的教育及び学術の研究に努め、国民の健康と
福祉を図ると共に動物の福祉の増進に寄与すること
を目的とする」ことを運営理念としている 2）。さら
に 2011 年に「動物看護師統一認定機構」が発足し、
2012 年にはこれまでの民間団体資格を統一し、「認
定動物看護師」の資格認定を開始した。この資格の
認定を受けるためには、「統一認定試験」に合格す
ることが条件となっており、また、平成 28 年度以
降は機構が認定する専門養成カリキュラムをもつ専
門学校・大学において教育を受けた者のみしか同試
験の受験資格が得られないことが予定されている。
このような背景があり、すでに動物看護師認定資
格の公的試験が存在している米国における動物看護
師および養成教育の現状を知ることは、今後のわが
国そして本学のような 4 年制大学における動物看
護職教育の在り方を考えるために有用であると考
えられた。そこで我々は 2011 年 8 月に、米国 4 年
制大学として動物看護師養成カリキュラムをもつパ
デュー大学（インディアナ州）の付属動物病院およ
び獣医看護学科を訪問し、教育やカリキュラムにつ
いて調査し、施設見学をする機会を得たので、本稿
において報告する。なお、本研究は本学平成 23-24
年度教育推進特別研究費（「海外の四年制大学にお
ける動物看護・動物福祉・獣医療技術分野教育の現
状視察」）により実施した。
米国の動物看護師資格認定制度および養成教育
米 国に おける動 物 医 療 従 事 者 には、 動 物 助
手（veterinary assistant）、 獣 医 師 予 備 学 生（pre-
veterinary student）、 動 物 看 護 師（veterinary 
technician）、動物技術士（veterinary technologist）、
獣医師（veterinarian）の 5 つの職種があるとされ、
その内教育制度や資格認定制度があるのは、動物看
護師、動物技術士、そして獣医師である。動物助手
は業務を通じた訓練が必要だが、特に資格を得る必
要はなく、業務の内容は動物の世話や臨床の補助、
獣医師・動物看護師の補助、動物の管理、保定など
を行い、獣医療に直接携わることはない。一方、動物
看護師や動物技術士は医療行為に携わり、実施でき
る医療行為の範囲が州にごとに定められている。動物
看護師が行いうる医療行為について全米で共通してい
る点は、「診断、予後判定、処方、手術をしてはならない」
とされている点である。上記の 4 点を除いて、獣医師
の直接、間接の監督下であれば動物看護師が実施し
ても良いとされている業務の例として、麻酔導入から
CT 撮影、覚醒まで等が挙げられる。
動物看護師として働き始めるためには、まず米国獣
医師会（American Veterinary Medical Association 
帝京科学大学紀要 Vol.10（2014）pp.267-271
米国の 4 年制大学における動物看護師養成教育の現状
1 加隈良枝　1 小野寺温　1 伊藤美樹
1 帝京科学大学生命環境学部アニマルサイエンス学科
The present status of animal nursing education in four-year colleges in the United States
key word ： 動物看護師、教育、米国、パデュー大学
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（AVMA））が認定したプログラムをもつ学校を卒業
しなければならない 3）。この認定を受けるために学
校は、獣医師会の獣医看護師教育委員会（AVMA 
Committee on Veterinary Technician Education 
and Activities （CVTEA）） と 教 育 評 議 委 員 会
（AVMA Council on Education） によって定 めら
れた、施設の規模、決められたカリキュラム、教員
が必要となる 4）5）。現在、全米とカナダに 221 校あ
り、AVMA が認定した 2 年制の動物看護師（動物
技術士）プログラムを修了する必要がある。また現
在ではそのうちの 22 校が 4 年制大学であり、8 校
がインターネットなどを用いた遠隔教育システムをもつ
プログラムを開講している。これらの課程を修了する
と准学士（associate science degree in veterinary 
technology）の称号が得られる 4）。また、より高度な
動物診療技術や動物管理学、動物医科学を学ぶ大学
教育コ スー（AVMA が認定した 4 年間の動物技術プ
ログラム）が 22 の大学で行われている 4）。この動物
技術士プログラムを修了すると、「理学士（獣医技術）」
（Bachelor of Science in Veterinary Technology 
Degree）の称号を得ることができる 4）。獣医学部が
ある大学では、パデュー大学、ミシガン州立大学、ミ
シシッピ州立大学に動物看護学科が設けられている。
動物看護師の資格取得には、動物看護師ある
いは動物技術士プログラムを修了して、まず国
家 認 定 試 験（the Veterinary Technician National 
Examination ; VTNE）に合格することが必要であ
る 4）5）。この試験は年に 2 回行われ、4 択の選択問
題が 200 問出題される。この試験は 3 時間かけて行
われる。試験にて出題される内容の割合は事前に
公表されている。この国家認定試験の目的は、動
物看護師の認定を行う各州の獣医師会（the State 
Board）に対して、プログラム修了者が実際に動物
医療に従事する際に、動物看護師として必要とさ
れる知識や技術を習得していることを保証するも
のである。主な目的は、4 つあり、1）動物看護師
の専門家としての能力（動物医療を行う上での資
質）が備わっているか、2）雇用者が動物看護師の
能力を比較できるような統一評価で、3）知識と技
術との関係を明確にすることで動物看護師の専門性
を確立すること、4）州を超えた動物看護師の認定
資格の互換性を高めることである 4）。動物看護師の
資格を得るためには、さらに各州の認定試験（the 
Veterinary Technician State Examination ; VTSE
〈口頭試問、筆記試験、臨床実技〉）に合格すること
が必要である。また、飼い主と接する機会が多い
ので、コミュニケーション技術やチームワークを
とれることが要求される。この試験に合格すると、
州により名称が異なるが、登録看護師（registered 
VT）、 認 定 看 護 師（licensed VT）、 認 証 看 護 師
（certified VT）として認定・登録され、動物病院な
どで働くことができる。認定資格取得後には更新を
行わなければならず、初年度は 1 年後、その後は 3
年おきに継続教育の義務が課せられている 4）5）。
パデュー大学獣医学部および動物看護学科
今回訪問したパデュー大学は、インディアナポリス
中心部よりとうもろこし畑が広がる土地を抜けた郊外
にあり、キャンパスの敷地は広大であった。パデュー
大学は、米国の中でも獣医学部をもつ大学に動物
看護プログラムがおかれている 3 校の内の 1 校であ
る。パデュー大学獣医学部には獣医学科と動物看
護学科があり、付属教育動物病院は Small Animal 
HospitalとLarge Animal Hospitalの2つのセクショ
ンに分かれ、小動物から大動物まで診療していた。
インディアナ州は農業がさかんな地域でもあるため、
畜産動物の診療も日常的に行われている。
事前に知己からの紹介により、動物看護学科長の
Dr. Pete Bill および同大獣医学部インターナショナ
ルプログラムオフィス担当者とのメールでのやり取
りを行い、当日短い滞在時間中に数名の同大スタッ
フとのミーティングやレクチャーの機会を持てるよ
う効率的なスケジュールを組んでいただくことがで
きた。そこで動物看護師養成カリキュラムについて
の情報提供や質疑、教育病院見学に加え、筆者らの
専門分野である動物行動治療や、「アニマルシェル
ター獣医学」プログラムの担当スタッフにも面会し、
話を聞き意見交換を行った。
まずはじめに付属教育動物病院長の Dr. Mimi 
Arighi に、院内を案内しながら診療と教育の状況に
ついて説明をしていただいた。付属病院には、内科、
外科だけでなく、皮膚科、腫瘍科、放射線腫瘍科、
循環器科、救急治療科、神経科、整形外科、そして
行動診療科等の多くの専門診療科が存在していた。
同院では、学生の訓練のためにも、二次診療だけでな
く近郊からの一般診療外来患者も受け入れている。こ
の体制により、獣医師学生と動物看護学生は、各診
療科で実践的なケ スーに取り組みながら、実習や研修
を行っていくことが可能である。さらに、大動物の内
科・外科、麻酔部、画像診断部、診断病理部等の臨
床をサポ トーする部門も存在する。付属病院で働くス
タッフは、獣医師教員が 51 名、臨床専門獣医師 2 名、
加隈良枝　小野寺温　伊藤美樹
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研修獣医師 34 名と獣医師だけで 87 名在籍しており、
動物看護師と技師については、臨床看護師および技
師等が 59 名、動物看護師教員が 16 名であり、合計
で 160 名余りを擁している。この教員数に対し、獣医
学生は約 70 名、動物看護学生は約 30 名が 1 学年の
定員となっており、少人数制による細やかな教育が可
能となっている。しかしこれだけの人数がいても、病
院長は動物看護師をもっと雇いたいのだが、雇用でき
る適切な人材がなかなかいないという問題があると話
していた。大学病院のため、勤務する動物看護師は
専門分野を絞った業務を行なっており、かなり多くの
責務を任されていた。特に同大では獣医師および動物
看護師双方の養成を行っているため、現場で診療に実
際に携わりながら学生の指導をする動物看護師と動物
看護学生、そして獣医学生とその指導をする診療獣医
師の 4 名が 1ケ スーをみるといったシステムにより、臨
床実務と教育を効果的に行っているとのことであった。
大学病院の設備の特徴としては、多くの診察室や
検査室を有しており、スタッフステーションに入院動
物の様子を常に観察できるようにモニターや情報を共
有するためのボ ドーが設置され、薬局や検査室も集
中の大きなものが設置されていた（図 1、2、3）。診
察室 1 つずつは小部屋になっており、特に安楽死をす
る動物と飼い主がお別れをするための部屋が診察室
を改造して設けられており、ゆったりと座れるソファー
が置かれ、間接照明を使った部屋は少し暗く、オレン
ジ色の柔らかい雰囲気に作りこまれていた（図 4、5）。
CT やレントゲン撮影を行うための部屋もあり、それ
ぞれの場所で専門の担当スタッフが常に働いている
米国の 4 年制大学における動物看護師養成教育の現状
図 1　スタッフステーション内の入院動物観察用モニター
図 4　診察室図 2　情報共有用のホワイトボード
図 5　お別れ部屋図 3　薬局
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状態であった（図 6）。また、パデュー大学では大動
物の診察も行うため、小動物診療をするエリアとは別
に大動物が入舎できるような施設も用意されていた。
見学した時に大動物は居なかったが、さまざまな検
査するための診察室のような部屋や、大動物が待機
できるような大きな施設があり（図 7、8）、大動物専
門の動物看護師も数名いるということだった。
続いて、動物看護学科長であり、獣医薬理学教授
の Dr. Pete Bill と懇談し、カリキュラムや学科の現
状について紹介していただいた。パデュー大学での
動物看護学科のカリキュラムは基礎や臨床科目に加
えて、実習として 2 年生〜 4 年生の前期の間（2-3 年
の間の夏休みも含む）に 6 回のタームに分けられたク
リニックのローテーションが組まれており、同時期に
実習をする上級生が下級生を指導する体制も教育の
一環としてうまく取り入れている。1 年次には教養的
な科目を学び、2 年次に基礎的な正常動物に関する
知識を学び、3 年次以降に異常状態に関する知識と、
臨床対応について学ぶとともに、早い段階から多くの
実習を通じて実践的な技術を身に着けていく。
印象的だったのは、「当学科卒の動物看護師は引く
手あまたであり、求人に卒業生が追いつかないほど
だ」「専門学校卒とはレベルが異なることを認知され
ているので、要求の高い動物病院や獣医療関係の企
業、国内外の養成教育機関の教員としての求人が集
まる」といった状況であるとの話であった。これは、
同大学のカリキュラムは特に 4 年制大学として動物の
疾病等に関わる知識と技術を身に着けられて卒業で
きるように作成されているからであり、企業への就職
にも対応できるといえる。
日本では、まだ統一認定資格に伴う専門分野の動
物看護師認定制度で浸透しているものは無いが、米
国ではすでに認定制度が立ち上がり、専門分野で働
く動物看護師も増えてきている。現在では、人数が
それほど多いわけではないが、麻酔、歯科、内科、
行動、馬等の専門動物看護師制度が存在しており、
米国の動物看護師が専門を選ぶ際に人気がある分野
は、1 位が内科、2 位が外科であるとのことだった。
ミーティングの機会を持った同大スタッフ動物看護
師である Ms. Julie Shaw も行動学専門認定を受け
ており、行動診療の際のサポートを専門的に担当し
ているということで、業務内容について簡単に話を
聞くことができた。
また、パデュー大学には、「シェルターメディシ
ン」の教育研究のための Maddie's Shelter Medicine 
Program が設けられており、同プログラムの助手
Dr. Annette Litster から、プログラムの概要と全米
の動向について説明を受けた。同大のプログラムに
は動物看護師も参加することが可能である。このプ
ログラムは、1999 年に設立された財団の寄付によ
り、2008 年から開始された。3 億円規模の寄付によ
り、教育と訓練、シェルターメディシンの調査、シェ
ルターメディシンの情報の普及の 3 つを目指してプ
加隈良枝　小野寺温　伊藤美樹
図 8　大動物の待機室
図 7　大動物用の診察室
図 6　CT 検査室
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ログラムが進められている。シェルターメディシン
とは、アニマルシェルターのような集団飼育動物の
管理に関する行動学、感染症学、寄生虫学、統計学、
疫学などの様々な分野についての総合的なアプロー
チとして、米国の獣医学のなかでこの 10 年急速に
進んでいるものである。同大のプログラムによって
多数の研究報告もなされ、学術から実践の場である
シェルターの管理に役立てられている。
おわりに
昨年には本学が開催校となった日本動物看護学会
第 22 回大会において、動物看護の歴史が古い英国
から、ロンドン大学王立獣医科大学動物看護学科
長の Hillary Orpet 氏とブリストル大学獣医学部動
物看護生物獣医科学科の Andrea Jeffry 氏を招き、
「英国での動物看護師の歴史」、「動物看護 ability 
model」、「動物看護過程」といった内容の講演をし
ていただき、パネルディスカッションでは英国と日本
での動物看護職教育について様々な意見を交わすこ
とができた。現在欧米諸国をはじめとする各国にお
いて、高度化した小動物臨床を担うための質の高い
動物看護師、あるいは検疫や動物感染症対策業務
を獣医師とともに担うための獣医療補助技術者につ
いて、大学レベルでの養成教育が増加している。こ
の動きとともに、世界動物保健機関（OIE）が策定し
公開している「陸生動物衛生規約」においても、人
と動物の健康と福祉を守るため、獣医師以外の技術
者の存在を各国が規定することが求められるに至っ
ている 6）。今回の米国の現状調査と現地視察により、
4 年制大学での動物看護師養成教育や動物看護学研
究の必要性の高まりは世界的な動きであり、改めて
実感することができた。今回の成果を、本学での同
分野の教育研究の在り方に反映させていきたい。
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1. はじめに
小・中・高校では学校生活に苦戦する子どもへの
援助において、学校心理学を基盤とした、教師・保
護者・スクールカウンセラーなどのチームによる支援
が成果を上げている。その際、援助者間をつなぐコー
ディネーターの存在が援助の成否の鍵となることも知
られている（石隈 ,1999）1）。例えば、不登校の子ども
に対し、無理に登校させようとする保護者と少し登校
を控えて生活を見直すことをすすめる担任教師がい
れば、子どもは困惑する。この場合、家庭と学校で
相談して、援助の方向性を揃えるのが効果的である。
そこで、不登校の子どもに対応する援助チームによる
コンサルテーション（様々な専門家による援助につい
ての相談）が必要となるが、その時に、会議への出
席を要請し、会議の設定・進行についての役割を果
たすのがコーディネーターである。
この例では、コーディネーターは子どもの家庭での
状況をよく知る保護者と学校での状況をよく知る担任
教師から多面的に情報を収集し、援助方針を共有し、
それぞれの役割で行える援助案について担任教師や
保護者と一緒に検討する。子どもに寄り添い、子ど
もの状況に詳しい保護者や担任教師に対して、コー
ディネーターは冷静な判断や実現可能な対応の判断
がより重要となる。第一筆者の経験では、中学校で
はこのコーディネーター役を学年主任が行う場合が多
い。しかしながら、学年主任はコーディネーターとし
ての専門的な学習、例えば学校心理学の研修などは
受けていないことが多い。教師としての経験で対応し
ているのが現状であろう。
一方、大学進学率が 5 割を超えるユニバーサル化
の中で、主体的な学びが求められながらも、意欲の
低下や不適応などの苦戦状況を示す大学生をいかに
支援するかも課題となっている。共通・教養教育を担
当する本学の総合教育センターでは 2011 年度に、「総
合教育センターなんでも相談制度」を立ち上げるとと
もに学生相談窓口を整理した。助言教員制度、相談
室など課題別に多くの窓口が用意されているが、その
有機的な結びつきは、まだ、示されていない。大学
教育でも、小・中・高校のように、苦戦する学生とそ
のような学生に関わる助言教員に対するチームでの援
助が必要と考えられ、コーディネーター養成が求めら
れている。ここでいうコーディネーターとは大学生活に
苦戦している学生への援助について、援助資源となる
人や機関とつなぐ役割を担う者を指す。先に述べた中
学校の学年主任の例からも、心理学の専門家でなく
てもコーディネーターの役割を担うことは不可能では
ないであろう。そこで、心理学の専門家でなく、本学
では助言担当のない総合教育センター所属で、そのよ
うな意思のある教員にコーディネーターとしての研修を
積んで活動してもらうことがこの研修のねらいである。
2. 研修計画
コーディネーター養成の研修は、援助についての
学問体系である学校心理学（石隈 ,1999）1）を基盤
としながらも、文献による講義に終始することなく、
カウンセラーや発達障害に関わる医師などの現場の
方を交えた学習が必要と考えている。本年はその 1
年目にあたるため、研修に必要な内容を検討するこ
とを目的とする。表 1 に今年度の研修計画を示した。
学校心理学の基礎的な内容である「援助とは何か」
「チーム援助とは何か」「学校心理学における 4 種類
のヘルパーと三段階の援助サービス」「学校心理学
帝京科学大学紀要 Vol.10（2014）pp.273-277
学生支援におけるチーム援助コーディネーター養成研修についての報告
1 樽木靖夫　2 馬場千秋　2 榊原健太郎　2 橋口剛夫
2 倉山智春　2,3 大日向浩
1 帝京科学大学教職センター　2 帝京科学大学総合教育センター　3 帝京科学大学医療科学部東京理学療法学科
The report on the coordinator training
1 Yasuo TARUKI　2 Chiaki BABA　2 Kentaro SAKAKIBARA　2 Takeo HASHIGUCHI
2 Tomoharu KURAYAMA　2,3 Hiroshi OHINATA
Key words：コーディネーター、チーム援助、学校心理学、大学教育、研修
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におけるチーム援助の意義」および「発達障害とは」
「困難別の援助」については講義を行い、「チーム援
助の演習」については小学校での事例についてロー
ルプレイを行った。また、「医療の立場からみる発
達障害」「カウンセラーからみる大学生への援助」
については講師を招いた研修を行い、最後に、これ
らの研修全体についての討論を行った。
3. それぞれの研修内容と感想
それぞれの研修について、参加者の報告により、
その内容と感想を簡単に整理する。
（1） 援助とは何か
不登校の生徒を援助した経験を持つ教師による報
告を参加者全員で読み合い、報告の記述のなかに当
研修会全体の主題である「援助」についての記述と同
定できる箇所を拾い上げるという作業を中心に行われ
た。今回の研修会は、参加者全員による協同作業を
通して「援助」概念についての一つのテーゼを導き出
すために進められた講義であったが、この進め方が
参加者の当研修会へのスム ズーな参会を図るうえで効
果的であったと感じられた。一般的にこの種の研修会
の冒頭部には主題についての網羅的な内容説明が配
分される傾向があるが（またそれが適切な場合も多い
が）、学生支援という当研修会のテーマの性格に鑑み
ると、今回行ったようにある種のワークショップを活用
しながら導入を図ることが（必ずしも学生支援の専門
家でない）参加者の関心をうまく引き出していたように
見受けられた。また、報告者にとって、< 援助 > の
介入ポイントを見出す作業はそれ自体楽しく、当会全
体で扱われる「援助」という中心概念の基本的な意
味内容を理解することによって安心も得られた。
（2） チーム援助とは何か
実際の小学校の事例をもとに、チーム援助を行う
背景を学んだ。経験の多少、養護教諭などいろいろ
な立場の教師が見ることで子どもを総合的に見ること
が目的であり、教師間の批判にならないようにするべ
きである。
チーム援助を始めるにあたり学校・保護者・本人な
どで会議を行う際にどのように進めたらよいのかを学
んだ。会議進行の際、まずは「アセスメント」と呼ば
れる、生徒に対する情報収集を行う。この際、問題
点だけでなく自助資源となる本人の長所も挙げていく
ことが重要である。援助案を作るときには、実現可
能なプランを提案することがポイントである。誰かひ
とりの優れた援助者が援助案を策定し、他の援助者
に実行させようとしても、職業上もしくは役割上で危
機的な状況にある援助者には実現不可能な場合があ
る。実現可能かどうかを現実の援助者としっかり話し
合う（プロセスを共有する）ことが大切である。
（3） 発達障害とは
2007 年 4 月より、「特殊教育」を引き継いで、学校
教育では「特別支援教育」が始まった。それ以前は、
心身に障害を持った子どもの教育は特殊教育諸学校
で行われてきたが、普通学級では不適応を起こす中
間領域の子どもや学習障害、発達障害等の子どもが
増加している。そのため、従来の特殊教育の場に限
定せずに普通学級での対象を広げ、全校的な支援体
樽木靖夫　馬場千秋　榊原健太郎　橋口剛夫　倉山智春　大日向浩
表１　コーディネーター養成研修の計画
回 日付 内　容 講　師
1 8 月 7 日 援助とは何か（講義） 樽木
2 8 月 7 日 チーム援助とは何か（講義） 樽木
3 8 月 22 日 発達障害とは（講義） 樽木
4 8 月 22 日 医療の立場からみる発達障害 小児神経精神科　大日向医師
5 8 月 26 日 困難別の援助（講義） 樽木
6 8 月 26 日 学校心理学における４種類のヘルパ とー三段階の援助サービス（講義） 樽木
7 8 月 27 日 学校心理学におけるチーム援助の意義（講義） 樽木
8 8 月 27 日 カウンセラーからみる大学生への援助 本学　木村カウンセラー
9 8 月 28 日 チーム援助の演習 樽木
10 8 月 28 日 夏の研修のまとめ（討論会）
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制を整えて教育する制度となった。LD（学習障害）、
ADHD（注意欠陥多動性障害）、自閉症の発達障害
の特徴に加え、このような障害をもつ子どもと普通の
子を一緒に教育するインクルージョン教育が世界の主
流であることも学んだ。
発達障害をもつと思われる学生に対して、大学側で
どのような体制を作っていくべきかが課題である。幼
稚園から高校までの取り組みや海外で行われている制
度を概観することで、今後の本学での取り組みについ
て、検討するための貴重な情報であったと考えられる。
（4） 医療の立場からみる発達障害
心身障害児総合医療療育センター小児科に勤務す
る大日向医師を招いて研修を行った。
医療機関への相談内容として、幼児期では「こと
ばの発達の遅れ」「先生の言うことがわからない」「集
団行動ができない」、学童期では「ルールがわから
ない」「時間がかかってワンテンポ遅れる」「授業中
にしゃべりっぱなし」「プリントを持って帰らない」
などがある。学校の先生から勧められて受診するこ
とも多い。小学生の場合は小児科で受診するので、
精神科や心療内科を勧めることになる中・高校生よ
りは受診を勧めやすい。
医療機関でできることとして、子どもの抱える問
題点を整理する。そのためには、発達検査（知能検
査）を行い、能力的な偏りがないかを調べる。その後、
助言・指導を行う。根本的な治療はないが、症状を
緩和させるための投薬、訓練、指導などを行うこと
がある。ただし、投薬は就学前には行わない。二次
障害がある場合は投薬の対象となる。ソーシャルス
キルを学ぶ講座も設けている。家族や学校に対して、
関わり方のアドバイスをすることもある。二次障害
を防ぐことを重視している。
近年、軽度発達障害の疑いのある学生が多く見ら
れるようになっているが、受診していない学生が多
いと思われる。18 歳を過ぎた学生であるので、勧
めるとすれば精神科になるため、なかなか保護者に
も話をしづらいのが現状である。受診していなくて
も、日常生活に支障が出ていることは間違いないの
で、授業を担当する教員と助言教員、カウンセラー
などが一丸となって、チームで援助をしていくこと
は今後、不可欠であると思われる。
（5） 困難別の援助
困難別の援助のあり方について、日本学校心理士
会神奈川支部第 30 回研修会資料、および井上・杉
本（2008）2）の書籍を用いて理解を深めた。自閉症
の子どもに日程の変更などを口頭での指示だけでな
く掲示物でも示すなど、ひとりの子どもへの援助が
すべての子どもへの援助となる援助のユニバーサル
化という視点を学んだ。
大学生における学生支援を考えた場合、本学では
学習意欲の低下や不適応などの学習支援だけではな
く、注意欠陥や多動性障害、自閉症などの発達障害
に対する支援の必要性があると思われる。一人の学
生のために一人の教員が応対し、援助し続けること
は極めて困難なことである。このことから、大学全
体として学生の困難別に支援する仕組みつくりを検
討する必要があるだろう。特に教員、保護者、カウ
ンセラーをチームとした共通理解を基盤とした援助
が重要と考えられる。
（6） 学校心理学における 4 種類のヘルパーと三段階
の援助サービス
専門的ヘルパー（カウンセラーなど）、複合的ヘ
ルパー（教師など）、役割的ヘルパー（保護者）、ボ
ランティアヘルパ （ー友人など）が相互に連携して、
子どもの問題状況を①学習、②心理・社会、③進路、
④健康という 4 側面から捉えた上で援助の方針を決
めるべきであることを学んだ。また、援助にあたり、
対象（①全生徒、②一部生徒、③特定の生徒）、援
助ニーズ（①入学時ガイダンスや基礎能力開発など、
②登校渋りや学習意欲低下など、③不登校・発達障
害・いじめ・非行など）、ヘルパー（①教師や事務、
②教師や保護者、③援助チーム）に合わせて援助ニー
ズに応じた三段階の援助サービスの中で位置づけ、
援助案の検討を行うことが有意義であるとの説明を
受けた。
このように主に初等・中等教育機関に向けて開発・
実践されてきた心理教育的援助サービスを、同種の
援助システムが普及していない大学機関で実施する
場合に、どのように適用していくべきかが課題であ
る。とくにカウンセラーだけでは対応困難な「学習
支援」の問題は、保護者の要望も強いことが予想さ
れる。そのための学内のシステムづくりや高校など
学外との連携も含めた新たな支援が必要となる。さ
らに、学科教員や大学・事務を含めて各ヘルパーの
協力も未知数であり、上記三段階の援助サービスシ
ステムを適用する場合、大学ではどの段階を主な援
助の対象とすべきかなど、今後十分な検討を要する
と考えられる。
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（7） 学校心理学におけるチーム援助の意義
子どもの問題状況とヘルパー自身についての情報
収集を行う「心理教育的アセスメント」やチーム援
助のあり方を話し合う作戦会議「コンサルテーショ
ン」の意義とその進め方についての説明を受けた。
さらに、援助チームの第一の目的は子どもへの援助
であり保護者対応ではないこと、援助チーム構成員
（学級担任、保護者、スクールカウンセラー、教育
相談係・学年主任、養護教諭）の役割についての概
説が行われた。
学校教育では、「子ども自身が問題解決を行う力
を育成する」ことを中心的課題としてアセスメント
とコンサルテーションが実施されるが、大学でチー
ム援助を実施する場合、何を中心的課題とすべき
か、役割の異なる各ヘルパーのコンセンサスが重要
となる。義務教育では、学習項目は全ての子どもに
必要な基礎的項目であり、「学び」の支援に疑問の
余地ない。一方、大学教育では、本人の進路希望に
よって学習項目が異なる上、進路変更のための退学
の可能性もある。そのため、卒業を目的とした適応
への支援を中心とするか、進路を見直す支援をすべ
きか、などの援助の中心的課題設定の難しさが予想
される。
（8） カウンセラーからみる大学生への援助
上野原および山梨市キャンパス学生相談室に勤務
する木村カウンセラーを招いて研修を行った。カウン
セラーの経験をもとに、「1. 学生相談室の現状」「2. カ
ウンセラーが感じる諸問題」「3. 発達の問題を抱える
学生の年代差による変化」「4. 事例」「5. 教職員に知っ
てもらいたいこと」という 5 つの観点から、大学生へ
の援助についての見識を示された。問題提起された
点は、一例をあげれば、「全学をあげた学習支援体
制の重要性」「学内における学生支援コーディネーター
の必要性」「カウンセラーもどこの誰に相談したらよ
いかわからない」といったものであった。
カウンセラーの話題提供により、本学における学
生支援の現状について、二つの示唆が得られた。一
つはすでに機能している支援（学生相談室の開設、
助言教員制度の運用等）があり、またもう一つは
いまだ着手されていない支援形態（既存の支援窓
口を「つなぐ」機能の充実化など）である。これ
は内容において重要な指摘であると同時に、「カウ
ンセラー」という、ある意味で外部的観点を含み
うる指摘という意味で大切に取り扱われるべきもの
であると思われた。
（9） チーム援助の演習
石隈・田村（2003）3）での「ナツコの保健室登校
に関する援助」を例に、援助チーム会議のシナリオ
ロールプレイを行った。時間が限られており、また
受講者にチーム援助の経験がないという状況を踏ま
え、今回は台本をもとにした演習となった。実際の
会議の際には、保護者が座る座席の位置にも気を配
らなければならない。この例では、保護者は担任に
不信感があり、養護教諭を信用しているので養護教
諭の隣に保護者席を用意するとよい。
以下、ロールプレイの中で気付いた点を列挙する。
養護教諭は他の教員と異なり指導する視点よりも、
学校の中で子どもを援助するという視点が強い。ま
た、会議を進める際、初めに子どものいいところを
探すことで、保護者が学校に対して文句を言う気持
ちがそがれ、援助に視点を向けやすくなる効果があ
ると感じた。
（10） 研修会のまとめ
中学校では、保護者・教員・カウンセラーのチー
ムで不登校や非行などの子どもの苦戦状況に対応す
ることがよくある。一方、大学では、カウンセラー
自身も学習や学力の問題などカウンセリングだけで
は解決できない問題に悲鳴を上げている。中学校の
ようにチームを組んだ対応はできないかと、コー
ディネーターを学内教員で養成しようと試みた。今
回は、小・中学校ではどのような考えで、どのよう
な援助が行われているかを中心に研修を行った。参
加教員は各回 5、6 名だが、いつか、力になる集団
になりたいと願っている。
討論では、次のような意見が交わされた。
① 守秘義務について、実際はどのようにすること
なのかについての研修が必要である
② 連続して研修に参加することが難しいため、ど
の回に参加しても、そのエッセンスが得られる
ような工夫が欲しい
③ 参加する教員数が増えて欲しい
④ 大学での援助のあり方を検討・構築していく内
容も必要である
⑤ 新入生ガイダンスは現状では一次的援助サービ
スとして機能できていないのではないか、1 日
中、教職員からの話を聞くだけの内容を改革で
きないか
今後は、大学生を対象とした、具体的な援助要請
例なども加えて、研修を積み上げることが必要であ
る。また、研修会参加希望者はメンバに連絡してい
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ただけると有難い。一緒に学生への支援について考
えていきたい。
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Ⅰ . 緒言
帝京科学大学は 1990 年の開学当時、上野原キャ
ンパスのみの単科大学 1）であったが、現在では三
か所のキャンパスを持ち、学生数も 4,000 人に達す
る三学部を有する総合大学へと発展した 2）3）。しか
しながら学問の専攻にかかわらず、「心身の健康」
を目標とする保健体育科目の重要性は非常に高く、
帝京科学大学全学部・全学科において、社会に羽ば
たく前の最後の人間形成における極めて大きな役割
を担っている。
また、2010 年に新たに開設された東京都足立区の
千住キャンパスも完成年度をむかえ、千住・東京（都
市部）という独自の特徴が現れてきている。したがっ
て、上野原・山梨市キャンパスとは異なる長所あるい
は問題点が存在し、それらを調査・分析することに
よって、それぞれのキャンパスごとに最適な授業改善
方法を明確にしていくことが重要である。
本稿では主として平成 25 年度の「健康体育」の
授業について取り扱っている。これは、実技科目
として 1 年次生を対象として行われ、前期が「健
康体育Ⅰ」後期が「健康体育Ⅱ」という編成になっ
ている。上野原キャンパスと千住キャンパスの二
か所でそれぞれ行われ、共通のシラバス（授業の
目標、授業計画など）を用いている。しかし、実
技科目の特徴として授業実施場所の広さや設備、
天候や受講生の人数、男女比および指導教員数な
どの条件によって両キャンパスにおいて統一的な
授業を実施することは不可能である。したがって、
実技科目である「健康体育」の授業においてはそ
のキャンパスごと・そのクラスごと・その時間ご
との実態をふまえた最適な授業計画と運営・実施
が求められる。そのためには上野原キャンパス、
千住キャンパスで行われているそれぞれの授業で
の受講生の実態を調査し、キャンパスごとの問題
点を明確にすることが重要である。
Ⅱ . 研究目的
・帝京科学大学の保健体育科目において 1 年次生を
対象とした実技科目である「健康体育」の行われ
方の実態を明確にし、授業効果を上げるために改
善すべき問題があればその方策を見いだし改善に
努める。
・千住キャンパスと上野原キャンパスの両キャンパ
スで行われている「健康体育Ⅰ」・「健康体育Ⅱ」
それぞれの受講生の実態を調査し、キャンパスご
との問題点を明確にし、それぞれのキャンパスに
合致した授業改善に資する資料を得る。
Ⅲ . 研究方法
1. 両キャンパスにおける実技科目（健康体育Ⅰ・
健康体育Ⅱ・健康スポーツⅠ・健康スポーツⅡ）
の受講の実態調査
2. 身体活動量の測定
1） ケンツ社製のカロリーカウンターにより各自の基
礎代謝を（1）性別、（2）年齢、（3）身長及び（4）
体重から算出
2） 各自の 1 日における健康を想定した身体活動に
よる必要運動量の算出
3） 身体活動量　①歩数（歩）、②消費カロリ（ーKcal）
4） 「健康体育Ⅰ」・「健康体育Ⅱ」の授業における身
体活動量
3. アンケート調査による受講生の「健康体育Ⅰ」（上
野原・千住キャンパス）の授業終了時の授業評価
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表 1　実技科目の受講者数と在籍者数に対する比率（上野原キャンパス・男女込み）
科目名
学部 生命環境 医療科学 こども 総計
学科 生命科学 自然環境 アニマル 理学 作業 柔整 こども
健康体育
Ⅰ
受講数 1 6 49 30 6 17 50 159
在籍数 34 56 151 104 52 20 51 468
受講率 2.9 10.7 32.4 28.6 11.5 85.0 98.0 33.9
健康体育
Ⅱ
受講数 5 0 29 60 11
非開講
46 151
在籍数 34 55 159 101 51 49 469
受講率 14.7 0 18.2 59.4 21.5 93.8 32.1
健康体育
Ⅰ+Ⅱ
受講数 6 6 78 90 17 17 96 310
在籍数 68 111 310 205 103 20 100 937
受講率 8.8 5.4 38.0 43.9 16.5 85.0 96.0 33.1
健康
スポーツⅠ
受講数 0 9 27 21 11
非開講
30 104
在籍数 33 55 157 91 25 34 410
受講率 0 16.3 17.1 23.1 44.0 89.2 25.3
健康
スポーツⅡ
受講数 6 9 0 0 0
非開講
9 18
在籍数 68 55 154 89 25 34 402
受講率 8.8 16.9 0 0 0 26.4 4.4
健康
スポーツ
Ⅰ+Ⅱ
受講数 6 18 27 21 11
非開講
39 122
在籍数 67 108 311 180 50 68 812
受講率 9.0 16.77 8.7 11.7 22.0 57.4 15.0
表 2　実技科目の受講者数と在籍者数に対する比率（千住キャンパス・男女込み）
科目名
学部 生命環境 医療科学 こども
学科 生命科学
自然
環境
アニマル
東京
理学
東京
柔整
看護 児童教育 総計
コ スー
生命
健康
臨床
動物
看護
小幼 幼保
健康体育
Ⅰ
受講数 32 9 26 55 53 48 42 33 67 365
在籍数 39 24 59 110 97 107 88 108 104 736
受講率 56.4 37.5 44.1 50.0 54.6 44.9 48.8 30.6 64.4 49.6
健康体育
Ⅱ
受講数 21 14 13 41 54 31
非開講
66 51 291
在籍数 39 24 57 110 94 105 107 101 637
受講率 53.8 58.3 22.8 37.3 57.4 29.5 61.7 50.5 45.7
健康体育
Ⅰ+Ⅱ
受講数 43 23 39 96 107 79 42 99 118 646
在籍数 78 48 116 220 191 212 88 215 205 1373
受講率 55.1 47.9 33.6 43.6 56.0 37.3 48.8 46.0 57.6 47.1
健康
スポーツⅠ
受講数 3 24 0 23 10 15
非開講 非開講 非開講
75
在籍数 39 37 58 111 97 89 431
受講率 7.7 64.9 0 21 10.3 16.9 17.4
健康
スポーツⅡ
受講数 0 18 4 0 0 21
非開講 非開講 非開講
43
在籍数 37 37 56 110 92 88 420
受講率 0 48.6 7.1 0 0 23.9 10.2
健康
スポーツ
Ⅰ+Ⅱ
受講数 3 42 4 23 10 36
非開講 非開講 非開講
118
在籍数 76 74 114 221 189 177 853
受講率 3.9 56.8 3.5 10.4 5.3 20.3 13.8
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Ⅳ . 結果
1. 両キャンパスの各学部、学科ごとの受講者数と
受講率
表 1、表 2 は両キャンパスにおける実技科目（健康
体育Ⅰ、健康体育Ⅱ、健康スポーツⅠ、健康スポーツⅡ）
の受講者数と在籍者数に対する比率を学部・学科ご
とにまとめたものである。在籍者数は健康体育Ⅰ・健
康スポーツⅠについては平成 25 年 5 月 1 日、健康体
育Ⅱ・健康スポーツⅡについては平成 25 年 9 月 30 日
現在の帝京科学大学教授会のデータを使用した。
上野原キャンパス、千住キャンパスともに学部・
学科によって受講率に大きな差異がみられた。
2. 授業時における身体活動量の測定「①歩数（歩）、
②消費カロリー（Kcal）」
1）各種実技種目ごと、男女ごとの身体活動量の実態
表 3、表 4 は上野原キャンパス、千住キャンパス
における「健康体育」の授業（平成 25 年度）での
各種実技種目ごと、男女ごとの身体活動量を 1）歩
数、2）消費カロリー及び 3）その消費カロリーの 1
帝京科学大学における「健康体育」の実態
表 3 　上野原キャンパスにおける各種実技種目ごと、男女ごとの身体活動の実態
種　目 性別（人数）学科 身体活動 平均値 標準偏差 最大値 最小値
テニス
男子（20）
理学
こども
歩数（歩） 3659 405.8 4209 1900
消費量（Kcal） 144.5 22.1 265 98
比率（%） 45.8 6.0 54 32
女子（24）
理学
こども
歩数（歩） 2456 351.1 3021 2050
消費量（Kcal） 117.0 8.8 117 100
比率（%） 40.5 3.9 46 34
ユニホック
男子（20）
理学
こども
歩数（歩） 6384 1027 7006 4508
消費量（Kcal） 315 28.9 365 254
比率（%） 101.1 16.9 130 64
女子（24）
理学
こども
歩数（歩） 4631 875.5 5900 3879
消費量（Kcal） 266 25.9 299 220
比率（%） 95.0 9.84 105 80
バスケットボール
男子（20）
理学
歩数（歩） 3001 530.4 3789 1990
消費量（Kcal） 200 42.5 324 144
比率（%） 63.1 10.2 72 46
女子（12）
理学
歩数（歩） 2880 772.1 4021 2012
消費量（Kcal） 180 41.4 228 131
比率（%） 64.2 13.1 76 46
ソフトボール
男子（20）
理学
歩数（歩） 3486 733.9 5256 2230
消費量（Kcal） 211.2 74.5 378 77
比率（%） 65.0 15.4 87 27
女子（12）
理学
歩数（歩） 2775.1 466.7 3321 2341
消費量（Kcal） 184.6 28.4 234 134
比率（%） 65.7 8.0 78 50
男子（18）
こども
歩数（歩） 2422 617 3263 1529
消費量（Kcal） 148 54.8 220 55
比率（%） 46 20.1 74 20
女子（12）
こども
歩数（歩） 3144 1436 5244 1291
消費量（Kcal） 139 31.3 171 88
比率（%） 55.0 14.5 70 31
サッカー
男子（18）
理学
こども
歩数（歩） 5437 700.2 6857 4452
消費量（Kcal） 257 59.2 383 152
比率（%） 128 211 117 67
ウオーキング
女子（12）
こども
歩数（歩） 4642 982.2 6855 3844
消費量（Kcal） 143.9 35.9 188 114
比率（%） 59.1 14.8 79 47
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日あたりの必要運動量に対する比率を受講者全体の
平均値、標準偏差及び受講生の個々人の最大値と最
小値を示したものである。
すべての項目において大きな個人差が見られた。
活動量の多い種目は、1 日の身体活動による必要な
消費エネルギーを越える（男子）若しくはほぼ近い
活動量であった。
2）5 段階評定法に基づく授業開始時及び終了時の
自己確認
上野原キャンパス・千住キャンパスにおける各種実
技種目ごとの 5 段階評定法（強い肯定：+2、強い否定：
−2）に基づく授業開始時及び終了時の 1）「開始時
の体調」、2）「授業への意欲」、授業終了時の 3）「身
体活動量」、4）「授業の満足感」、5）「仲間との触れ
合い」、6）「試合やゲームの結果」に関する評価の自
己確認をクラス全体の平均値と標準偏差としてまとめ
たものである。上野原キャンパスの結果を表 5 に、千
住キャンパスの結果を表 6 に示した。
実施種目ごとおよび男女ごとにおいて大きな個人
差が見られた。種目ごと男女別の自己評価の差異は
見られるが概して高い評価であった。
3. アンケート調査による受講生の「健康体育Ⅰ」（上
野原・千住キャンパス）の授業評価
表 7 は上野原キャンパス・千住キャンパスにおけ
る「健康体育Ⅰ」の授業終了時の授業評価の男女ご
との結果である。設問は表の下に記した 10 項目で、
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表 4　千住キャンパスにおける各種実技種目ごと、男女ごとの身体活動の実態
種　目
性別（人数）
学科
身体活動 平均値 標準偏差 最大値 最小値
アルティメット
男子　（18）
東京柔整
歩数（歩） 5709 1314 6675 5196
消費量（Kcal） 291 62.0 393 270
比率（%） 93 19.3 128 70
男子　（16）
児童教育
歩数（歩） 5986 763.5 6757 4404
消費量（Kcal） 347 68.9 467 239
比率（%） 104.2 26.5 153 64
女子　（14）
児童教育
歩数（歩） 4215 869.7 5611 2709
消費量（Kcal） 160 53.6 283 60
比率（%） 63.0 15.6 86 50
バレーボール
男子　（18）
東京柔整
歩数（歩） 6373 1277 7565 3892
消費量（Kcal） 259 77.6 417 148
比率（%） 82.9 20.7 113.0 49.0
男子　（16）
アニマル
歩数（歩） 4256 1241 6744 2193
消費量（Kcal） 197 68.6 289 118
比率（%） 60.0 21.9 105 35
女子　（15）
アニマル
児童教育
歩数（歩） 2833 924 5420 1455
消費量（Kcal） 83.9 26.9 137 30
比率（%） 32.1 11.0 61 13
グラウンド
ホッケー
男子　（16）
アニマル
歩数（歩） 5572 740 6089 5130
消費量（Kcal） 332 43.9 395 241
比率（%） 103.2 15.1 126 78
女子　（15）
アニマル
歩数（歩） 4382 820 5656 680
消費量（Kcal） 163 43.9 250 17
比率（%） 130.2 12.9 85 77
ドッジボール
女子　（14）
児童教育
歩数（歩） 4307 1168 6452 2090
消費量（Kcal） 154.2 50.5 200 02
比率（%） 58.3 18.0 94 25
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帝京科学大学における「健康体育」の実態
表 5　5 段階評定法に基づく授業開始時及び終了時の自己確認（上野原キャンパス）
（強い肯定：+2、強い否定：−2）
種　目
性別（人数）
学科
平均
標準偏差
体調 意欲
身体
活動量
満足感 触れあい 結果
テニス
男子（20）
理学・こども
平均 0.83 0.83 1.00 1.00 1.00 0.33
標準偏差 0.35 0.64 0.00 0.76 0.76 0.44
女子（24）
理学・こども
平均 1.17 1.50 0.50 1.17 1.33 1.00
標準偏差 0.35 0.46 0.71 0.84 0.44 0.63
ユニホック
男子（20）
理学・こども
平均 0.71 1.38 1.57 1.52 1.33 0.95
標準偏差 0.64 0.50 0.60 0.51 0.66 0.78
女子（24）
理学・こども
平均 1.17 1.33 1.83 1.83 1.50 0.67
標準偏差 0.75 0.82 0.41 0.41 0.55 0.82
バスケット
ボール
男子（20）
理学
平均 0.67 1.10 1.00 1.57 1.62 0.86
標準偏差 0.73 0.82 0.77 0.60 0.59 0.79
女子（12）
理学
平均 1.50 1.83 1.50 1.50 1.67 1.50
標準偏差 0.55 0.41 0.55 0.55 0.52 0.55
ソフトボール
男子（20）
理学
平均 0.95 1.10 0.94 1.40 1.50 1.25
標準偏差 0.85 0.85 0.57 0.68 0.61 0.64
女子（12）
理学
平均 1.70 2.00 1.20 1.82 1.91 1.50
標準偏差 0.67 0.00 0.79 0.40 0.30 0.71
男子（18）
こども
平均 1.40 1.70 1.33 1.50 1.50 1.50
標準偏差 0.84 0.67 0.50 0.71 0.71 0.53
女子（12）
こども
平均 0.67 0.57 1.20 1.17 1.17 1.00
標準偏差 0.82 0.79 0.45 0.41 0.75 0.89
サッカー
男子（18）
理学・こども
平均 1.21 1.37 1.70 1.58 1.79 1.68
標準偏差 0.85 0.76 0.42 0.61 0.42 0.58
ウオーキング
女子（12）
こども
平均 0.50 1.29 1.14 1.29 1.43 0.29
標準偏差 0.50 0.45 0.35 0.45 0.49 0.70
表 6　5 段階評定法に基づく授業開始時及び終了時の自己確認（千住キャンパス）
（強い肯定：+2、強い否定：−2）
種　目
性別（人数）
学科
平均
標準偏差
体調 意欲
身体
活動量
満足感 触れあい 結果
アルティメット
男子（18）
東京柔整
平均 1.00 1.19 1.00 1.44 1.56 1.36
標準偏差 0.73 0.73 0.55 0.73 0.63 0.81
男子（16）
児童教育
平均 1.11 1.30 1.55 1.55 1.50 1.44
標準偏差 0.98 0.85 0.82 0.82 0.80 0.73
女子（14）
児童教育
平均 0.55 0.80 1/05 1.38 1.61 1.25
標準偏差 0.80 0.75 0.75 0.65 0.49 0.67
バレーボール
男子（18）
東京柔整
平均 1.29 1.57 1.38 1.38 1.63 1.33
標準偏差 0.71 0.53 0.80 0.71 0.50 0.50
男子（16）
アニマル
平均 1.06 1.19 1.27 1.00 1.00 0.87
標準偏差 0.90 0.91 0.88 0.94 0.94 0.92
女子（15）
アニマル児童
平均 0.83 0.73 0.82 0.82 1.07 0.85
標準偏差 0.94 0.88 0.75 0.87 0.59 0.69
グラウンド
ホッケー
男子    （16）
アニマル
平均 2.00 1.80 1.80 2.00 1.80 1.80
標準偏差 0.00 0.57 0.67 0.00 0.88 1.80
女子（15）
アニマル
平均 1.40 1.17 1.18 1.42 1.23 1.33
標準偏差 1.02 0.90 0.94 0.76 0.80 0.85
ドッジボール
女子（14）
児童教育
平均 1.09 1.42 1.50 1.50 1.92 1.83
標準偏差 0.83 0.67 0.67 0.80 0.29 0.39
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全ての項目に 5 段階評定法（− 2：強い否定、+2：
強い肯定）で回答を得たものである。（平成 25 年度
前期最終授業で実施）
＊設問の内容
項目 1：授業の主旨を理解できて受講した。
項目 2：授業はとても充実していた。
項目 3：授業の施設や運動の用器具は十分整って
いた。
項目 4：授業の内容は満足できる物であった。
項目 5：授業の展開は満足できるものであった。
項目 6：教員の熱意は十分に伝わった。
項目 7：体力の向上に結びつくものであった。
項目 8：運動能力の向上に結びつくものであった。
項目 9：日常生活の運動実践（習慣化）に結びつ
く授業であった。
項目 10：授業を通して言葉を交わす友人が増えた。
男女の大きな差異は見られず両キャンパスの 10
項目の総合得点の平均は男子学生「16 点」で、女
子学生では「15 点」と高い評価結果であった。項
目ごとでは男女共に「項目 2」、「項目 6」、「項目
10」が高く、最も低い項目は「項目 9」であった。
両キャンパスの男女共に「健康体育Ⅰ」の授業への
取り組み、評価は高い結果であった。
Ⅴ . 結語（まとめと今後の課題）
平成 25 年度の「健康体育」の授業を中心に、い
ろいろな角度から授業の実態を調査・分析してきた。
これらの結果を今後の帝京科学大学保健体育科目の
授業の改善に役立てていくことが重要であると考え
る。また、本稿においては「健康体育」を対象とし
た分析・検討であったが、今後は 2 年次生以上の学
生が受講する「健康スポーツ」を含めた分析と検討
も必要である。
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表 7「健康体育Ⅰ」の授業終了時の授業評価
（5 段階評定法：−2：強い否定、+2：強い肯定）の結果
項　目
番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 合計
上野原
男子平均
（85）
1.6 1.7 1.5 1.6 1.5 1.7 1.4 1.3 1.2 1.7 15
標準偏差 0.6 0.6 0.8 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.9 0.6 4.5
女子平均
（46）
1.3 1.7 1.4 1.5 1.3 1.6 1.3 1.2 0.8 1.4 13
標準偏差 0.6 0.5 0.9 0.6 0.7 0.6 0.7 0.6 0.9 0.8 4.3
千　住
男子平均
（38）
1.0 1.8 1.8 1.8 1.7 1.8 1.7 1.5 1.6 1.4 16
標準偏差 0.4 0.4 0.4 0.6 0.5 0.4 0.7 0.6 0.7 0.8 4.0
女子平均
（63）
1.5 1.8 1.6 1.7 1.6 1.7 1.4 1.4 1.3 1.9 16
標準偏差 0.7 0.5 0.7 0.6 0.7 0.6 0.9 0.8 0.8 0.4 4.2
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本学、アニマルサイエンス学科では、各種学外活
動、特にボランティア活動を奨励しているが、これ
はその活動によって在学期間から多様な社会的活動
を行い、多様な社会的経験を積ませることにより、
社会性を獲得して、コミュニケーション能力を向上
させることを目指している。しかしこれらは経験的
に実施されるにとどまっており、それを体系化して
よりレベルの高い経験とするために、各方面の専門
家とのワークショップを行い、討論・意見交換を行
うこととした。
ワークショップは、平成 24 年 2 月から 3 月にか
けて、5 回にわたり本学内で実施したが、その成果
を以下に報告する。
第一回ワークショップ
「動物保護、動物調査のボランティア活動と
キャリア形成」
1. 開催日
平成 24 年 2 月 24 日（13：40 〜 16：50）
2. ワークショップゲスト
田畑　伊織（奥多摩でカモシカを調査）、
鳥屋尾　健（キープ協会）
3. ワークショップ参加者
小林毅教授、帝京科学大学学生　12 名
4. ワークショップ内容
1） オリエンテーション
2） この分野（動物ボランティア）にはどんな活
動がある ?
3） どのような（どのように）キャリア形成につ
ながっていくか ?
4） 学生がどのような心構えで活動に参加したら
いいか ?
5. ワークショップ内容の概要ゲスト活動経歴の紹
介、本ワークショップで扱うキャリアとは何か
についてディスカッションを行った。ここでい
うキャリアとは、社会経験や専門技術経験、人脈・
ネットワークなどを取り扱った。
1） 動物に関係するボランティアを列挙。飼育・
愛玩動物のボランティア（被災ペットの代替
飼育・アニマルセラピー・使役動物の飼育や
しつけなど）、野生動物保護管理（駆除や個体
数調整など）、動物の研究（解剖や生理学実験
など）、傷病鳥獣の救護活動（鳥獣保護センター
や里親ボランティアなど）、野生動物の調査活
動（生態学や行動学など）、野生動物の保護（共
生や環境教育、保護作業など）など。
2） ボランティアの語源は自発的を意味するボラ
ンタリーという言葉である。ボランティアを
行うことで、自分の成長につながり、取り組
んだ物事の状況を知るきっかけにもなる。ま
た、複数人でボランティアを行うことで、集
団行動ができるようになり、仲間や専門家と
いったネットワークができる。これらのメリッ
トがボランティアを行う上でのキャリアとな
るのではないかと考えた。
3） 今回、実際にボランティアを受け入れる立場
のゲストからお話を伺い、学生のボランティ
ア活動を行う上での心構えを討論した。
　自発的な活動なので、責任感を持つことが
必要。連絡もなくドタキャンというケースが
帝京科学大学紀要 Vol.10（2014）pp.285-289
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How to link University Students Volunteer Activity with their career improving by Workshops
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過去にあった。受入側も準備や段取りがある。
　活動の目的を明確にして受入側に伝える。
準備や体制づくりにつながり、参加する本人
も意識して活動に臨める。
　望んでいることはきちんと伝えると、受入
側から情報や人脈、機会を与えられる。
6. 最後に
学生が参加するボランティアであっても、より質
の高い活動を求めるべきであることがあらためて明
確になった。また参加する人の狙いや受入側の狙い
など、すれ違いにならないように常に気をつけるべ
きであることがわかった。
第二回　ワークショップ
「学生のボランティア活動をキャリア形成に
つなぐ」
1. 開催日
平成 25 年 2 月 26 日（10：00 から 15：00）
2. ワークショップゲスト
伊藤真樹（木工工房主宰）、
小野敦 （グリーンウッドワーク協会事務局長）
3. ワークショップ参加者
帝京科学大学の教員 2 名
学生（本学） 12 名
一般参加者 2 名　　　計 16 名
4. ワークショップ内容
1） オリエンテーション
2） グリーンウッドワークのプログラム体験
3） グリーンウッドワークの紹介およびボラン
ティアの関わり方
4） ディスカッション
5. ワークショップ内容の概要
1） 自己紹介と体験プログラム（指輪作り）の説明
2） 足踏み轆轤を活用して、人力のみで生木を加
工し、指輪作りを行った。生木には桜の木を
使用。自分で木を切り、幹に穴をあけ、轆轤
とナイフを使い削る。削ったあとは艶を出す
のに木屑で磨く。生木を使っているので、木
屑の水分が木をピカピカに磨く。
3） グリーンウッドワークには、「乾燥させない生木
=Green Wood を使う」、「電気を使わずに地球
にやさしい =Greenである」という意味が含まれ
ている。また、グリ ンーウッドワークのメリットは、
屋内外を問わずに活動することが可能であり、
どんな木も材料にすることができることにあ
り、子供も大人も安全に楽しめるなどがあげ
られる。一方デメリットとしては、生木の扱
いが難しいことがあげられるが、これは森と
人が繋がれるという点で処理できる。
　伊藤さんと小野さんからは、障害を持つ人の
参加や木材を提供してくれる地域の人とのつな
がりができるといったお話があり、木を使う工
作だけという意味ではないことが理解できた。
4） グリーンウッドワーク協会の例として、NPO と
いう言葉のイメージにはボランティアであるとい
う意味が含まれている。当協会自体にボランティ
アと社員の両方が関わっており、様々な考えが
混在している。ボランティアの考えには、技術
習得などの研修のため、趣味や生活のため、人
の役に立てることがしたいためなどがあげられ
た。また地域の人が無償で活動に必要な木材
を提供してくれているケ スーもあり、こういった
地域の人と関わりも重要である。
6. 最後に
今回の特徴は、グリーンウッドワークという貴重な
体験を通して、学生だけでなく、参加した全員が様々
な思いを持ったことにある。
討論の時間では、ゲストからのお話だけでなく、ボ
ランティア自体の意識に関する話が出された。社会が
ボランティアに何を求めているのかにもよるが、学生
にはボランティアを行う意味を考える機会になった。
第三回　ワークショップ
「災害救援ボランティア活動を通した人の成長、
市民参加活動の現状とこれから」
1. 開催日
平成 25 年 2 月 28 日　
2. ワークショップゲスト
中垣真紀子：NPO 法人エコツーリズムセンター
事務局長。東日本大震災では RQ 災害救援センター
事務局。
李妍焱（Ms,Li,Yan-Yan）：駒澤大学環境学部准教
授。NPO などの市民活動やボランタリティ―活動
などの研究者。
石田　戢
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3. ワークショップ参加者
小林毅（本学教授）、帝京科学大学学生 9 名
計 10 名
4. ワークショップ内容
1） オリエンテーション
2） 災害ボランティア活動を通した人の成長（中
垣さん講演）
3） 市民参加活動の現状とこれから（李さん講演）
4） 全体ディスカッション
5. ワークショップ内容の概要
1） ゲストや参加者の自己紹介と、今回のワーク
ショップの目的共有を行った。
2） 中垣さんの海外でのボランティア経験や災害
ボランティアの経験・効果などについて講演
していただいた。たくさんの写真やイラスト
が使われたパワーポイントでの発表に参加者
一同聞き入っていた。また、被災者としての
経験を隠すことなく伝えてくださり、身の引
き締まる思いがした。
3） 李さんから中国の市民活動やそれを導く社会
的背景などについて合わせて講演していただ
いた。私たちが知らなかった中国の内情や、
背景を垣間見ることができた。さらに、中国
で行われている市民活動についての具体的な
事例についても紹介してくださり、とても興
味深い活動が数多く行われていることが見て
取れた。
4） ディスカッションの場では、お二人の発表に
ついての質疑応答から始まり、主に中国と日
本との違いについてお話を伺った。
6. 最後に
はじめは講義形式をとり、ディスカッションで
は全員が円卓式で行った。小林が、時折問題点を
整理しつつ討論を深めた。
今回のワークショップで得られた、ボランティアと
キャリア形成にかかわることには、以下の点である。
・災害ボランティア活動で得られる成長はとても大き
く、学生は積極的に参加することが望ましい。
・日本の学生は自分たちの時代のために自分たちが
考え、イノベーションを起こしていかなければなら
ない。
・知らないことを知ろうとするチャンネルを開くことが
大切である。
第四回　ワークショップ
「教育関係ボランティアとキャリア形成」
1. 開催日
平成 24 年 2 月 29 日
2. ワークショップゲスト
増田直弘：財団法人キープ協会インタープリター。
古瀬浩史：株式会社自然教育研究センター取締役。
3. ワークショップ参加者
小林毅（本学教授）、帝京科学大学学生、
一般の方　計 7 名
4. ワークショップ内容
1） オリエンテーション
2） 全体ディスカッション
5. ワークショップ内容の概要
1） ゲストやコーディネーター、参加者の自己紹
介や関わってきたボランティア活動について
の共有を行った。
　参加者からは、観察会や動物園水族館、博
物館での解説活動、自然の家でのボランティ
ア活動、さらに鳥獣保護センターでの保護活
動等、実践している様々なボランティア活動
が挙げられた。ゲストからは、これまでにど
の様にボランティア活動と関わってきたのか、
ボランティア活動について思う事などをお話
し頂いた。
増田：「現場だから知れることがある」
古瀬：「人生の各フェーズで関われるボラン
ティア活動がある」
小林：「仕事の半分はボランティア活動の様
なもの」
2） 教育的なボランティアで得られるものは何か：
教育的なボランティア活動で得られるものを
挙げ、教育的なボランティア活動と他のボラ
ンティア活動との違いについて話し合った。
話合いの中で出た意見は、小林が大判ポスト
イットを活用し、結果を視覚化することで整
理していった。
　ボランティア活動が社会人となった時つな
がること：採用面接でボランティア経験につ
いて聞かれることの意図や、ボランティア活
動が社会人になった後にどう繋がっていくの
か話し合った。
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　ボランティア活動に関わる上での心構え：
より上手くボランティア活動を実施していく
上で、ボランティアをする側、受け入れる側
のそれぞれに必要な心構えや取り組み方のア
イディアについて話し合った。
6. 最後に
今回のワークショップは、ゲストを含めた参加者
が一つの輪を作り、終始ディスカッションを行うと
いう形式をとった。
学生ボランティアをキャリア形成につなぐという
ために分かったことは以下の通りである。
・面接のとき聞かれることの意味
人との協働ができるかどうか、持っている関
心は何か、社会参加への意欲があるか、といっ
たようなことを知る為に、採用面接でボラン
ティア経験を質問する。
・良い活動良い経験とするための心構え
受け入れ側が、ボランティアに更なる活躍を
期待してくれるような団体でボランティア活動
をし、向上心をもって積極的に活動するのがよ
い。また、受け入れ側とボランティア側で、そ
れぞれのあり方や関わり方を確認することが大
切である。
・教育的ボランティアの特色
ボランティアとしての若いキャンプリーダー
（子どもとの距離が近い）だからできる事があ
り、期待度が高い。ボランティアが接する対象
もお客さんであるため、専門性だけでなく人間
性のようなトータルなバランスがより求められ
る。また、結果や成果が見えづらく終結を設定
することが難しい。
第五回　ワークショップ
「東日本大震災災害救援ボランティア活動と
キャリア形成」
1. 開催日
平成 24 年 3 月 1 日（13：40 〜 16：50）
2. ワークショップゲスト
加藤大吾：都留環境フォーラム代表理事
名もない救援隊隊長
萩原裕作：岐阜県立森林文化アカデミー
3. ワークショップ参加者
帝京科学大学の学生　18 名
4. ワークショップ内容
1） 自己紹介
2） 災害救援を行うきっかけ
3） 行動を起こす契機
5. ワークショップ内容の概要
1） 自己紹介と震災時の状況
2） 萩原さんは、きっかけというきっかけがなく、
震災直後に何かをしなければと思い立った。
ご家族の方も支援をすぐに開始していた。RQ
を立上げ、現地の状況を予想しながら何がで
きるかを考えた。周囲の人も話を持ちかけれ
ば、行動を起こせば、それに連なって変わっ
ていく。これまでの生活スキルやアウトドア
スキルが想像を超える状況で生きてくる。
　加藤さんは、震災の状況下で自分が動ける
状態にあることが救援活動の始めだった。行
政が被災地すべてを補うことはできないから
こそ、動ける人間が補えない部分をカバーす
る。名もない救援隊の活動。出来ることをな
んでもやっていいということで活動の抑制が
なくなり、自分が考える活動になった。救援
活動において行政と自衛隊が大きく関わって
いるが、双方で活動を行う範囲が異なるので、
NPO がその間を埋めることになる。
3） 災害救援の活動中心だが、何事においても行
動を起こすことの契機に繋がるような討論が
行えた。自分が置かれている状況を受け止め、
日常的に動ける状況にあるかを確認。また、
そのために時間を割けるかどうかの判断。情
報収集によって自分の持つ力を発揮できるか
どうかがわかる。行動を起こすことでどんな
いいことがあるかをイメージし、やりたいと
思った時に、それがスイッチになり行動を起
こした。
　自分の役割をしっかり理解する必要がある。
現場に行くだけが救援活動ではない。自分に
出来ることを行うことが必要。
6. 最後に
行動を起こすことは、やってみないとわからないこ
とがある。やってみて自分に合わないことを知るのも
収穫の一つ。限界を決めずにいろいろなことに挑戦
する。小さいことからコツコツとする。人の力が人を
動かす。行動の行程が重要ではなく、やったというこ
とが重要。行動を起こすときに、断られるのではない
石田　戢
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かというネガティブは一度何処かへ置いておく。なん
とかなることのほうが多い。
全体を通じたまとめ
5 回にわたる講義とワークショップの中で、学生
が得られたことは以下のようにまとめることができ
る。こうした経験を共有化することによって、学生
のボランティア参加の意義を高めることができると
思われる。
1　ボランティア活動への参加意識と行動
・ただ参加するだけではなく、常に向上心と目的を
自覚して行動すること。
・受け入れ側の状況を的確に把握して、常に意思疎
通をおこなうこと。
・社会には学生生活では知りえないことがあり、そ
れらに触れるチャンスを拡大していくべきこと。
・行動に意欲をもって、実際にやってみることは極め
て重要である。
2　ボランティアの本質的意味について
・ボランティアとは、自分が好きで行うことだけでは
なく、常に社会的に求められていることに対応して
いかなければならないこと。
・その中で、自己のキャリアアップを自覚的に形成し
ていくべきこと。
・ボランティアは見知らぬ人と接する場であり、人と
の協働、個人の関心、社会参加への意欲が形成
される場であること。
・災害は、人が究極状況に置かれていることもあって、
もっともボランティア活動が必要とされ、またそこ
で得られる内容は極めて大きく、したがって成長
の機会でもある。
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1. トルコ研究のきっかけ
われわれ日本人にとって中東地域は、歴史的にも
文化的にも地理的にも遠い存在といえるかもしれ
ない。一方、中東イスラーム文化圏からのニュー
スは衝撃的なものも少なくない。例えば、2013 年
1 月イスラーム武装勢力がアルジェリアのイナメナ
ス天然ガス関連施設を襲い、建設に当たっていた
日本人 10 人が犠牲となった事件をはじめ、長期化
するシリアの内戦、エジプト革命やチュニジアの
ジャスミン革命後の社会混乱、アフガニスタンのタ
リバン問題、解決の糸口が見いだせないパレスチ
ナ問題、など混乱と流血のニュースに驚かされる。 
　なぜこのような混乱が中東地域で起きるのだろう
か。そこは、イスラーム信者（ムスリム）が多いイ
スラーム文化圏とされるが、イスラーム文化とはど
ういうものだろうか、このような素朴な疑問がイス
ラーム文化の研究を始めるきっかけであった。
そこで、2013 年 8 月から本学内にイスラーム研究
会を発足させ定期的に研究会を持つことになった。
しかしイスラーム文化といってもあまりにも範囲が
広い。そこで、まず日本になじみの深いトルコ共和国
の政治・経済・文化に研究の対象を絞り、トルコの
教育制度を長年研究してきた三尾を座長にして、トル
コとイスラーム文化を研究していくことにした。
この小稿は、イスラーム研究会のメンバーが研究
の基礎として共通に認識しているところを要約して
報告するものである。
2. 東京モスクを訪問
2013 年 12 月我々 3 人は、「百聞は一見にしかず」
と小田急線代々木上原にある東京モスクを訪問し
た。円形のドームと高い尖塔（ミナレット）を持つ
美しいモスクである。室内に入ると 1 階の集会場所
などに使われる大きい部屋に案内された。ここで毎
年断食月（ラマダン）に 300 人の夕食が振る舞われ
るという。2 階は礼拝所で、高いドームの中央に巨
大なシャンデリアがつりさげられ、天井や壁はアラ
ベスク模様で飾られ、男性は 2 階、女性は 3 階に分
かれ、1 日 5 回の礼拝が行われる。ちょうど午後 5
時前からのお祈りの時間で、導師が澄んだよく響く
声でコーランの一節を朗詠し、敬虔な信者がこれに
合わせて頭を絨毯につけて祈りを捧げ、ついで立ち
上がる礼拝の所作を繰り返した。最後には信者がお
互いに握手して帰路についていった。
ここで見聞したのは、①ムスリムは神アッラーに
対してきわめて敬虔であること、②一人一人神と直
接結びつき、それ故ムスリム同士はすべて対等で平
等であること、③コーランを読み上げる声は心を震
えさせる響きを持つ特有の宗教音楽のようであるこ
と、④富める者は貧しい者に喜捨を行い、相互扶助・
連帯意識が強いこと、⑤イスラームの中に武装闘争
を容認するようなにおいは全く感じられないこと、
⑥男性と女性の礼拝所が異なり、女性はベールをつ
けて礼拝すること、などであった。
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その後新宿に出て、本場の味と評判のトルコ料理
店で歓談した。アナトリアのワインや豆のスープ、
羊肉を中心としたドネルケバブ（肉を回転させなが
ら焼き、それをカットしたもの）やシシケバブ（串
に刺した焼肉）などを楽しんだ。
3. 現在のトルコ
現在のトルコ共和国は、2012 年の年央推計人口
は約 7,518 万人で、EU で最大のドイツに次ぐ規模
であり、フランスやイギリスよりも多い。人口は毎年
100 万人程増えていて、平均年齢 30 歳と若い国であ
る。面積は 78万3,562平方km²で日本の約 2 倍ある。
2012 年の一人当たり GDP は 1 万 525ドル（為替レー
ト換算）で、2013 年の潜在成長率は 3.6%と見込ま
れている。もっとも消費需要が旺盛なため経常収支
は構造的に赤字である。EU 加盟を交渉中だがまだ
加入されていない。そこには「西欧キリスト教社会と
の文化的相違」、「キプロス問題」、「クルド人への人
権問題」などトルコの文化や歴史がかかわっている。
日本との関係では、1889 年トルコのエルトゥー
ルル 1 号が和歌山県沖で台風のため座礁した際、地
元の人たちが懸命に救助活動をしたことが知られて
おり、親日国といわれている。実際、1980 年に勃
発したイラン・イラク戦争の折、イラン脱出に窮し
た日本人 215 名はトルコ政府が手配した救援機に
よって危機を脱することができた。
日本はボスボラス海峡をつなぐ鉄道網の整備に協
力し、日本の企業連合が原発を受注し、現在日本の
企業 100 社程度がトルコに進出している。
2014 年 1 月、安倍総理はトルコのエルドアン首
相と就任後 3 度目の首脳会談を行った。日本政府も、
トルコは順調な経済成長が続き消費の拡大が期待さ
れ、中央アジアなど周辺国を含む巨大市場のカギを
握る国として注目しているようである。
4. トルコとイスタンブール
（1） トルコ最大の都市イスタンブールは魅力的な街
である。目の前には黒海とエーゲ海とをつなぐ
ボスフォラス海峡が輝いている。トプカブ宮殿、
ブルーモスク、アヤソフィアなど歴史的建造物
が建つ旧市街は世界遺産に指定され、住人に
混じって観光客やビジネスマンが目立つ。モス
クからは礼拝を呼びかけるアザーンの声が流
れ、グランドバザールでは様々な店が客を呼び
込んでいる。そこは異国情緒にあふれ、顔立
ちの異なる男たちや色とりどりのベールを纏っ
た女性たちで活気に満ちている。ボスフォラス
海峡には船が行き交い、2 本の吊り橋が架けら
れ、ごく最近開通した地下鉄も両岸をつなぎ、
まさにヨ - ロッパとアジアをつなぐ文明の十字
路となっている。
（2） イスタンブールは、BC667 年「ビュサス」が
集落を作りビザンティオンと呼ばれたが、
AC196 年にローマ皇帝セブティミウス・セ
ウェルスがここを占拠した。AC324 年ローマ
皇帝コンスタンチヌス 1 世がローマからここ
に遷都し、コンスタンチノポリスとよばれる
ようになる。以来歴代のローマ帝国皇帝が防
壁、広場、教会、宮殿、修道院、公衆浴場、
大路などを建設・整備した。395 年ローマ帝
国は 2 人の息子に分割され、西ローマ帝国は
476 年にゲルマン人の傭兵オドアケルによっ
て滅ぼされたが、ここ東ローマ帝国（ビザン
ティン帝国）はその後も発展し、最盛期はユ
スティニアヌス法典を編纂した皇帝ユスティ
アヌス 1 世の頃（6C）といわれる。
（3） 1204 年にヴェネティア総督が率いる第 4 回十
字軍がコンスタンティノーブルを攻撃した。略奪
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によって一時廃墟となり、その後奪還したがビ
ザンティン帝国は衰退の一途をたどった。1453
年小アジア半島（アナトリア）で勢力を伸ばし
たイスラーム国家オスマン朝のスルタン、メフメ
ト2 世が難攻不落のコンスタンティノーブルを
包囲した。ボスフォラス海峡につながる金角湾
には往来止めの鎖が張られたが、オスマン艦隊
は油を塗った板を敷いて船を山越えさせ、幅 30
メートルに及ぶ 3 重の城壁を破るために長さ 8
メートルに及ぶ巨砲を製作させ 30 台の車に乗
せ 60 頭の牛と 400 人を動員して現地に運んだ
という。54 日間の包囲・攻撃によってついにコ
ンスタンティノーブルは陥落し、ここにビザンティ
ン帝国は滅亡した。
（4） メフメト2 世は、オスマン帝国の首都をコンスタ
ンティノーブルに移し、宮殿、グランドバザール、
モスク等を建造してイスラーム都市に改造した。
その後もオスマン帝国は周辺地域を攻略して版
図を広げ、コンスタンティノーブルはその交易
の中心地として繁栄した。
（5） しかし、盛期をすぎたオスマン帝国は次第に
衰退していく。1571 年にレバント沖で敗戦し、
1699 年にはハプスグルク帝国にカルロビッツ
条約でハンガリーを割譲した。その後もスル
タンの支配の実権は官僚に移り、支配階級の
腐敗・浪費、軍事費の増大などで財政が行き
詰まる。また工業化の遅れから西欧への経済
的従属がすすむ。そこで西欧化による改革を
しようと 1839 年ギュルハーネ勅令などのタ
ンズィマート（再編成）が行われたが、かつ
ての栄光を取り戻すことができなかった。
（6） オ ス マ ン 帝 国 は、 第 1 次 世 界 大 戦 で ド イ
ツ・オーストリア側に参戦して敗戦したこ
とで、最大の危機を迎える。1918 年連合国
軍がイスタンブールを接収し、1920 年スル
タン・メフメト 6 世は戦勝国の言いなりに
なって「セーブル条約」を締結した。また
アナトリアもギリシャ軍や建国を目指すクル
ド人勢力などによって奪われそうになった。 
　この祖国の危機に遭遇して、オスマン帝国
の軍人であったムスタファ・ケマル・バシャ
（アタチュルク、トルコ憲法に「創設者にし
て永遠の指導者、比類なき英雄」とある）が
1920 年祖国の解放と独立のためアンカラ政府
を樹立し、仏、英、伊、ギリシャの軍隊と戦っ
て撤退させ、1920 年ムダニア休戦協定を締
結した。アタチュルク（「トルコの父」の意）
はスルタン制度を廃止した。その結果、メフ
メト 6 世は亡命し、カリフを継いだ弟も逃亡
した。アタチュルクはセーブル条約を破棄し、
新たに 1923 年ローザンヌ条約を締結してト
ルコ共和国が誕生した。アタチュルクは、原
則としてイスラームの教義や伝統を廃棄し、
西欧合理主義に基づいて近代化した民主主義
国家を作ること（世俗主義）を目指し、1924
年にトルコ共和国憲法を制定した。
（7） 1938 年にアタチュルクが死ぬと、大国民議会
は、アタチュルクの忠実な副官であったイス
メット・イノニュを第 2 代大統領に指名し、
イノニュはアタチュルクの「共和人民党」の
一党支配を引き継いだ。しかし第 2 次世界大
戦前後の混乱の中で、国民発展党、民主党、
社会公正党が結成され共和人民党の一党支配
体制が崩れた。これらの党はイスラームとい
う宗教を含むトルコ民族の伝統と誇りをうた
い、世俗主義の修正を求めた。1950 年の選挙
では、政権は民主党に移り、その政策は「イ
スラームの復活」と評された。
（8） 1960 年、アタチュルクの信奉者である軍が
クーデターを起こし、大統領バヤル、首相メ
ンデレスらの民主党幹部の身柄を拘束した。
クーデター後イノニュを首班とする共和人民
党内閣が成立し（第 2 共和制）、世俗主義が
国是として承認された。しかし、1965 年の選
挙で公正党のスレイマン・デミレル党首が政
権を握り、その後政治的混乱と社会不安が広
がった。1971 年、軍は、アタチュルクの精神
がないがしろにされているとし、政治家が党
利党略を捨て改革に努めなければ軍は憲法に
定められた義務を遂行する、との書簡を送っ
たのでデミレル内閣は総辞職した。
（9） 1970 年代後半になると、政治・経済が混乱し、
社会不安が増大した。また、エルバカンを党
首とするイスラーム政党である国民救済党が
公然とアタチュルク批判を開始した。そこで
1980 年、軍が「民主主義を取り戻す」として
クーデターを敢行し、左翼など 3 万人を逮捕
した。この 1 年後に政権議会が開かれ 1982
年に「世俗的で一体的なトルコ国民国家」を
目指す憲法改正が承認された（第 3 共和制）。
（10） 1983 年民政移管後の選挙では、軍部の期待
に反し、トウルグット・オザルの母国党が多
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数を占めた。オザルは経済・財政の再建に取
り組んだが同時にイスラーム支持派でもあっ
た。軍は、これに妥協し「アタチュルクの世
俗主義はイスラームの信仰を否定するもので
はない」とし、1982 年の憲法にも信教の自由
が記載された。
（11） 1995 年の選挙でイスラーム政党「繁栄党」が
第 1 党となりレジェップ・タイイ・エルバカ
ンが組閣した。エルバカンはイスラームの復
活を目指したため、1997 年世俗主義の保護
者と自認する軍によってエルバカンは逮捕さ
れ、繁栄党は解党された。2001 年にイスラー
ム政党の流れをくむ「公正発展党」が作られ
党首に現在の首相レジェップ・タイイプ・エ
ルドアンが就任し、2002 年の総選挙に勝利
した。しかしエルドアンはイスラームをたた
える演説をして有罪となり被選挙権を停止さ
れていたため、副党首のアブドウッラ・ギュ
ルが首相に就任した。公正発展党は、軍部の
介入をおそれ、イスラーム体制を目指す政党
でなく、保守的民主主義政党だと宣言した。 
しかし、2003 年に被選挙権を回復して首相と
なったエルドアンは、大学構内でのスカーフ
着用禁止（公的領域でのスカーフ着用はイス
ラームの象徴であった）を撤廃する憲法改正
を 2008 年に成立させた。また 2010 年の憲法
改正ではクーデターを起こした軍人を一般法
廷で裁くこと、裁判官などの任命権を議会や
大統領が持つことなど軍部や司法当局の権力
をそぐことを主眼とした憲法改正を国民投票
によって成立させ、軍部の暴走を押さえるこ
とに成功したといわれている。
5. イスラームの信仰と行動様式
イスラーム社会を論ずるためには、イスラームの
理解を欠かすことはできない。以下、イスラームの
概要を見ておこう。
（1） イスラームの開祖ムハンマド（570 〜 632 年）
は、アラビア半島の都市マッカ（メッカ）の
支配階級クライシュ族に生まれ、幼くして父
母を亡くし祖父と伯父に育てられた。25 歳の
時 15 歳年上の富裕な未亡人ハディージャと
結婚し、娘 4 人と男 1 〜 2 人をもうけ、貿易
商の総支配人として活躍した。ハディージャ
の死後も数人の女性と結婚した。ムハンマド
が 40 歳ころマッカ郊外のヒラー山で瞑想した
ところ突然大天使ガブリエルが現れ、神アッ
ラーの啓示を授けられた。
（2） イスラームが守るべき規範の第 1 が、ムハン
マドが何度か受けた啓示をムハンマドの死後
まとめた聖典「クルアーン（コーラン）」で
ある。これは 114 章からなり、「神の声」と
してムスリムが日常生活において守るべき戒
律が具体的に細かく定められている。第 2 が、
一般信徒が予言者ムハンマドの言動を収集し
編纂した「ハディース」である。そこにはト
ルコの大拡張当時のアラブの各地の伝統・慣
習法が編纂されている。そして第 3 が、クル
アーンを解釈するイスラーム法学者の一致し
た意見（イジュマー）で、第 4 が客観的な推
論（キャース）である。
（3） イスラーム的な思考は、常にクルア ンーとハディー
スをもとにする。日常生活で何か問題が起こる
と、イスラーム法学者が、クルアーンを引き合
いに出して、その解釈を定めてきた。
　例えば、次のような解釈が敬虔なムスリム
の生活規範になっている。
①豚は不浄な動物とされ、肉を食べてはなら
ない。牛肉、羊肉は食べてよいが、絞殺や
扼殺された肉を食べることは禁止され、神
の名前を唱えながら屠殺された肉（ハラー
ル肉）は食べてもよい。
②クルアーンの中に「女性は陰部あるいは体
の美となるところを覆い隠せ」との教えが
あるため、成人ムスリムはスカーフやベー
ルを着用する。
③婚姻は花嫁の法的保護者（父）と花婿との
契約である。契約の中には、結納金、結婚
式、夫が二番目の妻をめとったときの妻の
離婚を宣言する権利などが決められる。結
婚相手はそれぞれの家庭を通じて決められ
る。もっともこのような伝統は次第に行わ
れなくなっている。
④ムスリムは一般に異教徒との結婚が許され
ず、男女ともイスラームに改宗することが
求められる。またイスラームでは 4 人まで
の妻帯が許される。これはムハンマド時代
に夫が戦死した未亡人を救済するためと、
ムハンマドが数人の妻を持っていたことに
よる。離婚は証人の前で夫が妻に「離婚する」
と 3 回宣言すれば離婚できる。
⑤殺人には死刑が科される。強盗などの犯罪
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にも非常に厳しい刑が科される。不倫も罰
せられる。これらは遊牧社会の伝統による
ものと理解されている。
⑦人は利他的に振る舞い、社会に有害な活動
を慎み、貧者に寛容になることが求められ
る。人は勤勉に労働し（浪費が禁止される）、
社会を破壊するような経済競争を行わず、
公正な価格を設定し、債務の支払いを誠実
に行い、投機やギャンブル・買占めなど不
道徳な経済活動を行ってはならない。
⑧財産は神によって与えられたもので、死
とともに神に返される。相続の方法はクル
アーンの解釈によって決められており厳格
に実行されなければならない。夫が亡くな
り妻と娘、息子がいると、その相続分は妻
3/24、息子 14/24、娘 7/24 となる。
（4） イスラームの教義は六信と五行に要約される。 
　六信とは、神、天使、啓典、預言者、来世、
天命を信ずることである。
　五行とは、ムスリムが守るべき次の五つの
行いをいう。
①信仰告白（シャハーダ）― 「アッラーの他
に神はない。ムハンマドはその使徒である」
と唱える。
②礼拝（サラー）― 一般に 1 日 5 回、夜明け、
正午、午後、日の入り、夜に、マッカ（メッ
カ）のカアバ神殿の方向に向かって礼拝す
る。礼拝は手、口、顔、足を洗い、コーラ
ンの一節をとなえ床に額をすりつけるほど
ひれ伏すことを繰り返す。毎週金曜日の正
午にはモスクの尖塔（ミナレト）から流れ
る礼拝への呼びかけ（アザーン）に応じて
導師（イマーム）の指示に従って集団礼拝
する。女子は男子の後ろで行うか、女性専
用の部屋で礼拝する。
③喜捨（ザカート）― 貧者や孤児などのため
に財産の一定割合を喜捨しなければならな
い。現在、喜捨は多くの国で租税に転化し
ている。
④断食（サウム）― イスラーム暦の断食月（9
月）には、日の出から日没まで飲食を含ん
だ一切の快楽を断つ。
⑤巡礼（ハッジ）― メッカにある聖地カアバ
神殿など預言者ムハンマドがたどった行程
を一生のうち一度は行うのがムスリムの義
務である。
6. トルコの基本的国家体制
（1） 1924 年に作られた（その後若干の改正を受け
た）トルコ共和国憲法は、イスラームを廃止
し西欧型近代化（世俗主義）を目指し、次の
ような内容を持っている。これが現在のトル
コの基本的な国家体制となっている。
①「 宗 教 的 感 情 を 国 事 行 為 お よ び 政 治
に 決 し て 関 わ ら せ て は な ら な い 」 と
す る 世 俗 主 義 を 基 本 原 理 と し て 掲
げ る が、 宗 教 的 自 由 は 保 障 さ れ る。 
世俗主義とイスラームとの調和のため、憲
法第 24 条は「すべての個人は、良心、宗教
上の信仰および見解の自由を有する」とす
る一方、宗教および道徳教育は国家の後見
および監督の下で行われるものとし、「…何
人も、国家の社会、経済、政治、または法
的基本秩序を部分的であっても宗教原則に
依拠させ、または個人的な利益あるいは影
響力を保全するために、…宗教または宗教
的感情、あるいは宗教上神聖とされるもの
を濫用し、悪用してはならない」と定める。
②「主権は無制限かつ無条件にトルコ国民に
帰属する」として国民主権を宣言する。
③憲法と法律が全てに優越する（近代立憲主
義、法の支配）。イスラーム法は憲法と法の
範囲内でのみ認められる。
④立法権はトルコ大国民議会が持ち、4 年ご
とに議員の選挙を行う。行政権は大統領お
よび内閣に帰属し、大統領は議会で選ばれ
る（議員でなくてもよい）。なお、2007 年
憲法改正で国民の直接選挙で選ぶことにな
り 2014 年初めての大統領選挙が行われる。
任期は 5 年で 2 期就任できるようになった。
大統領が首相および大臣を任免する。司法
権は独立の裁判所が持つ。シャリーア（イ
スラーム法）法廷や宗教裁判所は廃止され
ている。
⑤法の下の平等、基本的権利および自由が保
障されている。
7. トルコの教育
トルコ共和国はアジアとヨーロッパにまたがり、
両文化の影響を受けながら発展してきた。学校教育
は、義務教育機関として、1997 年に小学校と中学
校が統合された８年制の初等教育学校が置かれ、そ
の他、就学前教育機関として幼稚園、高等学校（３
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年制と４年制）、大学などが設置されている。初等
教育学校を含め大半の学校が国立だが、私立学校も
存在する。ただし、私立学校の１ヶ月の学費は一般
労働者の月収とほぼ同等であり、経済力により教育
を受ける範囲も左右されている。
教員数・教室数など学校教育をめぐる環境は必ず
しも十分でなく、初等教育学校は午前・午後の二部
制のところも少なくない。また、学校設備も同様
で、体育館・プールなどが存在する公立学校は少な
い。とくに都市部の学校の運動場は狭く多くはコン
クリート張りで、バスケットボールやフットサルを
する程度の敷地である。また、図書室もそのスペー
スや蔵書数において不十分である。近年トルコ政府
では、これら学校設備・環境の改善に向けて取り組
んでいる。
さらなるトルコの学校教育の課題として、女子児
童・生徒の就学率の低さがあげられる。現在、男
子児童の就学率は統計上ほぼ 100 % に到達したが、
女子児童の非就学者は男子に比べ低下している。そ
の要因の一つとして、家庭の経済事情に加え、保守
的なイスラームを奉ずる地域では、男女共学への抵
抗や学校内でスカーフ着用を求める親が存在すると
いう事情もある。
8. むすび
本稿では、イスラーム研究会のメンバーが共通に
認識しているイスラームとトルコの基本を概観した
ものであるが、どこを取り上げても、長い歴史とそ
の中で生きた人々の思いが詰まっており、現代社会
のあり方を深く考えさせるヒントがそこここにあっ
て興味は尽きない。
われわれは、このテーマを引き続き研究して、イス
ラームやトルコの人々の行動を理解し、ひいては日本
人の生き方を考えるのに役立てたいと思っている。
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㸦㸯㸧⥲ ㄝ 
≉ᐃࡢ୺㢟࡟ࡘ࠸࡚᭱㏆ࡢ◊✲ᡂᯝࢆᗈ࠸どⅬ࠿ࡽᩚ⌮ࠊ఩⨨࡙ࡅࡋࠊࡑࡢ◊
✲ࡢὶࢀࡢ⌮ゎ࡟㈨ࡍࡿࡶࡢ 
㸦㸰㸧ཎⴭㄽᩥ 
௚ࡢᏛ఍ㄅ➼࡟ᮍⓎ⾲ࡢࡶࡢ࡜ࡋࠊ୺㢟࡟ࡑࡗ࡚⾜ࢃࢀࡓᐇ㦂࣭ㄪᰝࡢሗ࿌࡛
࠶ࡾࠊ⊂๰ⓗ࠿ࡘ᪂஦ᐇࢆྵࡳࠊ᪂ࡓ࡞⛉Ꮫⓗ▱ぢࢆࡶࡓࡽࡍࡶࡢ 
㸦㸱㸧◊✲ࣀ࣮ࢺ 
ඛ⾜ㄽᩥࡢࡲ࡜ࡵࠊㄪᰝ࣭◊✲࣭㛤Ⓨࡢ㒊ศⓗࡲ࡜ࡵࠊ❧ドࢆࡶ࠺୍Ṍ㐍ࡵࡿ
ᚲせࡀ࠶ࡿ᩾᪂࡞Ⓨ᝿ࠊཪࡣࠊ㈨ᩱ࡜ࡋ࡚௒ᚋࡢ◊✲࡟᭷ຠ࡜ุ᩿ࡉࢀࡿࡶࡢ 
㸦㸲㸧◊✲࣭ᩍ⫱࣭♫఍άືࡢሗ࿌ 
ᮏᏛ࡟࠾ࡅࡿ◊✲࣭ᩍ⫱࣭♫఍άືࡢሗ࿌࡛ࠊグ㘓࡟࡜࡝ࡵ᝟ሗࢆඹ᭷ࡍࡿ౯
್ࡢ࠶ࡿࡶࡢ 
㸦㸳㸧஦ᴗሗ࿌➼ 
ᮏᏛ࡟࠾ࡅࡿ◊✲࣭ᩍ⫱஦ᴗࡢሗ࿌ 
㸦㸴㸧࢚ࢵࢭ࢖➼ 
ẚ㍑ⓗ⮬⏤࡞ᙧᘧ࡜ෆᐜࡢㄽ⪃ࠊ᪂ࡋ࠸Ⓨ᝿ࡸࣘࢽ࣮ࢡ࡞ᵓ᝿࡟ᇶ࡙ࡃㄽ⪃ࠊ
ཪࡣ◊✲ࣀ࣮ࢺࡸཎⴭㄽᩥ࡟ࡘ࡞ࡀࡿྍ⬟ᛶࡢ࠶ࡿㄽ⪃࡜ุ᩿ࡉࢀࡿࡶࡢ 
㸦ཎ✏ࡢయ⿢㸧 
➨㸲᮲ ཎ✏ࡣ࿴ᩥཪࡣⱥᩥ࡜ࡍࡿࠋཎ✏ࡣ࣮࣡ࣉࣟࢆ౑⏝ࡋࠊ㸿㸲ุ㸦ୖୗᕥྑ࡟ྛ
㸰㸮mmࡢవⓑ㸧࡟㸯㸰 ࣏࢖ࣥࢺ࡛㸯⾜㸲㸮Ꮠ㸦ⱥᩥࡣ spaceࢆྵࡵ⣙㸶㸮Ꮠ㸧ࠊ㸱㸴
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⾜ࡢᶓ᭩ࡁ࡜ࡍࡿࠋཎ✏ࡣ㟁Ꮚ፹య࡛ᥦฟࡍࡿࠋ౑⏝ࡍࡿ࣮࣡ࣉࣟࢯࣇࢺࡣ MS -WORDࠊ
୍ኴ㑻ࠊࢸ࢟ࢫࢺࣇ࢓࢖ࣝࡢ࠸ࡎࢀ࠿࡜ࡍࡿࠋ 
㸦ཎ✏ࡢ㛗ࡉ㸧 
➨㸳᮲ ཎ✏ࡢ㛗ࡉࡣ࠸ࡎࢀࡶཎ๎࡜ࡋ࡚ࠊᅗ࣭⾲ࢆྵࡳୗグࡢ࡜࠾ࡾ࡜ࡍࡿ㸦ๅࡾୖ
ࡀࡾ㸯࣮࣌ࢪࡢᏐᩘࡣ⣙㸰㸰㸮㸮Ꮠ࡜ࡋࠊୖ࡛㏙࡭ࡓཎ✏㸯࣮࣌ࢪ㸦㸲㸮㸱㸴㸧ࡢ
㸯㸬㸳࣮࣌ࢪศ࡟┦ᙜࡍࡿ㸧ࠋ 
㸦㸯㸧ࠕ⥲ㄝࠖ ๅࡾୖࡀࡾ㸯㸮࣮࣌ࢪ௨ෆ 
㸦㸰㸧ࠕཎⴭㄽᩥࠖ ๅࡾୖࡀࡾ㸯㸮࣮࣌ࢪ௨ෆ 
㸦㸱㸧ࠕ◊✲ࣀ࣮ࢺࠖ ๅࡾୖࡀࡾ㸴࣮࣌ࢪ௨ෆ 
㸦㸲㸧ࠕ◊✲࣭ᩍ⫱࣭♫఍άືࡢሗ࿌ࠖ ๅࡾୖࡀࡾ㸶࣮࣌ࢪ௨ෆ 
㸦㸳㸧ࠕ஦ᴗሗ࿌ࠖ ๅࡾୖࡀࡾ㸴࣮࣌ࢪ௨ෆ 
㸦㸴㸧ࠕ࢚ࢵࢭ࢖ࠖ ๅࡾୖࡀࡾ㸲࣮࣌ࢪ௨ෆ 
㸦ཎ✏ࡢᙧᘧ㸧 
➨㸴᮲ ୗグࡢ㸦㸯㸧㹼㸦㸳㸧ࢆ␒ྕ㡰࡟㓄ิࡋࠊ⾲㢟࣮࣌ࢪࢆ 1࣮࣌ࢪ࡜ࡋ࡚࣮࣌ࢪ
␒ྕࢆ௜ࡅࡿࠋ 
㸦㸯㸧⾲㢟࣮࣌ࢪ 
ㄽᩥࡢ⾲㢟ཬࡧⱥᩥ⾲㢟ࠊⴭ⪅ྡࠊᡤᒓࠊkey word ࢆグ㍕ࡍࡿࠋ 
ඹⴭࡢሙྜࡣᡤᒓࡀᑐᛂࡍࡿᵝࠊᕥ⫪࡟㏻ࡋ␒ྕࢆࡘࡅ࡚ేグࡍࡿࠋ 
౛㸸1⛉኱ኴ㑻 2ᖇிḟ㑻 
  1ᖇி⛉Ꮫ኱Ꮫ 2ᖇி኱Ꮫ 
ⴭ⪅ྡࡢⱥᩥ⾲グࡣ᭱ࠊ ึ࡟ྡࠊࡘ࠸࡛ጣࡢ㡰ᗎ࡜ࡍࡿࠋጣࡣࡍ࡭࡚኱ᩥᏐ࡜ࡋࠊ
ྡࡣ㢌ᩥᏐࡔࡅࢆ኱ᩥᏐ࡜ࡍࡿࠋጣ࡜ྡࡢ㛫࡟ࡣ comma ࡣ௜ࡅ࡞࠸ࠋ 
౛㸸ࠕ⛉኱ኴ㑻ࠖࡣࠕTaro KADAIࠖ࡜ࡍࡿࠋ 
key word ࡣ 5㹼10words ࡜ࡍࡿࠋ 
㸦㸰㸧ⱥᩥᢒ㘓 
⥲ㄝࠊཎⴭㄽᩥ࡟ࡣ 250 words ࢆ┠Ᏻ࡜ࡋⱥᩥᢒ㘓ࢆ௜ࡅࡿࠋ 
㸦㸱㸧ᮏ ᩥ 
ᘬ⏝ᩥ⊩ࡣᘬ⏝㡰࡟␒ྕࢆ௜ࡅࠊヱᙜ⟠ᡤ࡟∦ᣓᘼ௜ࡁࡢୖ௜ࡁᩘᏐ࡛♧ࡍࠋ 
౛㸸㸯⦅ࡢሙྜ㸬㸬㸬࡛࠶ࡿ 1) 
  㸰⦅ࡢሙྜ㸬㸬㸬࡛࠶ࡗࡓ 2,3) 
  㸱⦅ࡢሙྜ㸬㸬㸬࡛࠶ࢁ࠺ 4-6) 
㸦㸲㸧ᅗ࣭⾲࣭෗┿ 
ᅗ࣭⾲࣭෗┿ࡣᮏᩥ୰࡟ᤄධࡋࠊグ㍕ࡢ㡰ᗎ࡟␒ྕࢆ௜ࡅࡿࠋ 
㸦౛㸸ᅗ㸯, ᅗ㸰, ... 㸹Fig.㸯, Fig.㸰, ... ; ⾲㸯,⾲㸰, ... ; Table 㸯, 
Table 㸰, ...㸧 
㸦㸳㸧ᘬ⏝ᩥ⊩㸭ཧ⪃ᩥ⊩ 
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ᮏᩥ୰ࡢᘬ⏝㡰࡟㸯., 㸰., 㸱., ...࡜␒ྕࢆ௜ࡅࠊୗグࡢᙧᘧ࡛ิグࡍࡿࠋ 
ⴭ⪅ࡣ඲ⴭ⪅ྡࢆ⾲グࡍࡿࠋ 
ձ 㞧 ㄅ 
ⴭ⪅ 㸸ྡ⾲㢟. 㞧ㄅྡ(␎⛠ࢆ⏝࠸ࡿᩳࠊ య࠶ࡿ࠸ࡣୗ⥺࡛⾲♧), ᕳ(ྕ) : ࣌
࣮ࢪ㸦ඛ㢌࣮࣌ࢪ㸫᭱⤊࣮࣌ࢪ㸧, Ⓨ⾜ᖺ(すᬺ). 
౛㸸⛉኱ኴ㑻, ᖇிḟ㑻, ᖹᡂ୕㑻 : 㧗㱋⪅ࡢ㒔ᕷ✵㛫ㄆ㆑. ᖇி⛉Ꮫ኱
Ꮫ⣖せ,11(1) : 55-59, 1999.T. Kadai, J. Teikyo, S. Heisei and S. 
Teidai : Simplification of optical disk cluster drive. IECE Trans. 
Electron., E80-C(9) : 1149-1153, 1997. 
ղ ᭩⡠ࡢ୰ࡢㄽᩥ 
ⴭ⪅ྡ㸸⾲㢟, ᭩⡠ࡢ⦅㞟⪅ཪࡣඹⴭ⪅, ᭩ྡ(ᩳయ࠶ࡿ࠸ࡣୗ⥺࡛⾲♧), 
ฟ∧♫, ฟ∧ᆅ, Ⓨ⾜ᖺ, ᘬ⏝ㄽᩥࡢ࣮࣌ࢪ㸬 
౛㸸⛉኱ኴ㑻㸸すḢ⛉Ꮫཷᐜࡢ᪥ᮏⓗ≉ᛶ㸬ᖹᡂ୕㑻, ⛉኱ኴ㑻, ᖇிḟ
㑻㸦ඹⴭ㸧, ⛉኱ㅮᗙ⛉Ꮫ㸭ᢏ⾡࡜ே㛫 9 ᕳ ᛮ᝿࡜ࡋ࡚ࡢ⛉Ꮫ㸭ᢏ
⾡, ⛉኱᭩ᗑ,ୖ㔝ཎ, 1999, pp.29-57. 
T. Kadai, J. Teikyo and S. Heisei : Ontogenetic analysis of 
brainstem mechanisms of ingestive activities in vitro. In : J. 
Teikyo and S. Heisei (eds.), Neurobiology of Mastication, Elsevier 
Science BV, Amsterdam,1999, pp.312-326. 
ճ ᭩ ⡠ 
ⴭ⪅ྡ : ᭩ྡ(ᩳయ࠶ࡿ࠸ࡣୗ⥺࡛⾲♧), ฟ∧♫, ฟ∧ᆅ, Ⓨ⾜ᖺ. 
౛㸸⛉኱ኴ㑻 : ࢥࢺࣂࡢቨ㸫እᅜேࡢ┠࡛ㄞࡴ᪥ᮏᩥᏛ, ⛉኱᭩ᗑ, ୖ
㔝ཎ, 1996. 
T. Kadai : Keats, Huut and the Aethetics of Pleasure, Palgrave, 
Basingstork, 2001. 
୍㒊ࢆᘬ⏝ࡍࡿሙྜࡣࠊᘬ⏝⟠ᡤࡢ࣮࣌ࢪࢆ᭩⡠୰ࡢㄽᩥ࡟‽ࡌ࡚௜グࡍࡿࠋ 
㸦ᢞ✏ࡢ⥾ษ㸧 
➨㸵᮲ ⥾ษࡾࡣู࡟ᐃࡵࡿࠋ 
㸦ཎ✏ࡢᢞ✏㸧 
➨㸶᮲ ⣖せ࡟ᢞ✏ࡋࡼ࠺࡜ࡍࡿ⪅ࡣࠊጤဨ఍ࡀᐃࡵࡿᮇ᪥ࡲ࡛࡟ࠊ஦ົᒁ⥲ົㄢ࡟ᑐ
ࡋࠊጤဨ఍ࡀᣦᐃࡍࡿෆᐜ࡟ᚑࡗ࡚ㄽᩥࢆᥦฟࡋ࡞ࡅࢀࡤ࡞ࡽ࡞࠸ࠋ
㸦ᑂ ᰝ㸧 
➨㸷᮲ ᢞ✏ࡉࢀࡓㄽᩥࡢᑂᰝࡣࠊᰝㄞ⪅࡟ᑐࡋ࡚ࡣᢞ✏⪅ࡢẶྡࢆࠊᢞ✏⪅࡟ᑐࡋ࡚
ࡣᰝㄞ⪅ࡢẶྡࢆ♧ࡉ࡞࠸᪉ᘧ㸦஧㔜༏ྡᑂᰝ᪉ᘧ㸧࡟ࡼࡗ࡚⾜࠺ࠋ
㸦ㄽᩥᥖ㍕ࡢྍྰ㸧 
➨㸯㸮᮲ ᢞ✏ㄽᩥࡢᥖ㍕ྍྰࡣ⦅㞟ጤဨ఍ࡀỴᐃࡍࡿࠋጤဨ఍ࡀᚲせ࡜ㄆࡵࡓሙྜࡣࠊ
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ཎ✏ࡢయ⿢࣭ෆᐜ࡞࡝࡟ࡘ࠸࡚ࠊጤဨ఍࡟ࡼࡾᣦྡࡉࢀࡓᰝㄞጤဨ࡟ࡼࡿᰝㄞࢆ⤒࡚
ⴭ⪅࡟ಟṇࢆồࡵࡿࡇ࡜ࡀ࠶ࡿࠋᰝㄞጤဨ࡟ࡼࡿᰝㄞࡣ㸦ཎ๎࡜ࡋ࡚㸧㸰ᅇࡲ࡛࡜ࡍ
ࡿࠋ 
㸦ᰯ ṇ㸧 
➨㸯㸯᮲ ᢞ✏⪅ࡀ⮬ࡽࡢ㈐௵࡛ึᰯᰯṇࢆ⾜࠸ࠊ෌ᰯ௨㝆ࡣጤဨ఍࡟୍௵ࡍࡿࠋ 
㸰 ึᰯᰯṇࡣࠊཎ๎࡜ࡋ࡚⦅㞟࡟㛵ࢃࡿಟṇ㸦ㄗ⬺ᏐࠊྃㄞⅬࠊᅗ⾲ࡢ㓄⨨ࠊ㍍ᚤ࡞
⾲⌧ࡢゞṇ࡞࡝㸧ࡢࡳࢆᑐ㇟࡜ࡋࠊ኱ᖜ࡞ಟṇ࣭ຍ➹ࡣㄆࡵ࡞࠸ࠋ 
㸦ⴭసᶒ➼㸧 
➨㸯㸰᮲ ᢞ✏ࡉࢀࡓㄽᩥ➼ࡢⴭసᶒࡣࠊᮏᏛ࡟ᖐᒓࡍࡿࡶࡢ࡜ࡍࡿࠋ 
㸰 ᮏᩥࡢ୍㒊ࡸᅗ࣭⾲࣭෗┿➼ࢆ௚ࡢⴭస≀࠿ࡽ㌿㍕ࡋࡓࡾࠊ࢜ࣜࢪࢼࣝࢆᥖ㍕ࡋࡓ
ࡾࡍࡿሙྜࠊⴭసᶒ࡟㛵ࢃࡿၥ㢟ࡸἲ௧ୖࡢᡭ⥆ࡁࡣࠊᢞ✏⪅ࡀ࠶ࡽ࠿ࡌࡵฎ⌮ࡍࡿ
ࡶࡢ࡜ࡍࡿࠋࡑࢀࡽ࡟ࡘ࠸࡚ၥ㢟ࡀ⏕ࡌࡓሙྜࡣࠊࡑࡢ㈐ࡣᢞ✏⪅ࡀ㈇࠺ࡶࡢ࡜ࡍࡿࠋ 
㸱 ᢞ✏⪅ࡣࠊᮏᏛ࡟ᑐࡋ࡚ࠊᙜヱㄽᩥ➼ࡢ༳ๅࠊ㟁Ꮚⓗグ㘓፹య㸦CD-ROMࠊDVD-ROM➼㸧
࡬ࡢኚ᥮࣭」〇ࠊᏛෆእ࡬ࡢ㓄ᕸࢆཎ๎࡜ࡋ࡚チㅙࡍࡿࡶࡢ࡜ࡍࡿࠋ 
㸲 ᢞ✏⪅ࡣࠊᮏᏛཬࡧᮏᏛࡀጤクࡍࡿᶵ㛵➼࡟ᑐࡋ࡚ࠊᙜヱㄽᩥ➼ࡢ㏦ಙྍ⬟໬࣭ࢥ
ࣥࣆ࣮ࣗࢱࢿࢵࢺ࣮࣡ࢡ➼࡛ࡢᏛෆእ࡬ࡢබ㛤ࢆཎ๎࡜ࡋ࡚チㅙࡍࡿࡶࡢ࡜ࡍࡿࠋ 
㸦ᨵ ᗫ㸧 
➨㸯㸱᮲ ࡇࡢつ⛬ࡢᨵᗫࡣࠊጤဨ఍ࡢ㆟ࢆ⤒࡚⾜࠺ࠋ 
 
 
㝃 ๎ 
ᖹᡂ㸯㸴ᖺ㸯㸮᭶㸯㸲᪥ไᐃ 
ᖹᡂ㸯㸵ᖺ 㸰᭶㸯㸴᪥ᨵᐃ 
ᖹᡂ㸯㸶ᖺ㸯㸮᭶ 㸲᪥ᨵᐃ 
ᖹᡂ㸯㸷ᖺ㸯㸮᭶ 㸱᪥ᨵᐃ 
ᖹᡂ㸰㸮ᖺ㸯㸮᭶㸰㸰᪥ᨵᐃ 
ᖹᡂ㸰㸰ᖺ㸯㸮᭶㸯㸳᪥ᨵᐃ 
ᖹᡂ㸰㸲ᖺ㸯㸮᭶ 㸱᪥ᨵᐃ 
ᖹᡂ㸰㸳ᖺ㸯㸮᭶ 㸷᪥ᨵᐃ 
 

編集後記
　帝京科学大学紀要第 10 巻をお届けします。
　2005 年に創刊してから毎年号を重ね、節目の 10 巻を迎えることが出来ました。
第 10 巻には入念な査読を経て原著論文 17 編を含む 39 編の論文、報告が掲載され
ています。
　本学では独自に教育推進特別研究費制度を設けていますが、その成果は広く内外
に公開することが求められています。紀要論文の一部には本制度を利用して実施し
た研究活動の成果も含まれています。今後も本学の教育・研究のアクティビティー
を社会に還元する手段の一つとして紀要の充実に努めて参りたいと考えます。
　多くの時間を費やして紀要編集に協力いただいた編集委員の先生方、査読してい
ただいた先生方、事務局の方々に御礼申し上げます。
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